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臼杵祇園まつり（県指定無形民俗文化財）
渡御（おわたり）、還御（おかえり）の日には、神輿や山車を
中心とした総勢2,000人による行列が八坂神社から御旅所
（海添）まで練り歩きます。今年の山車当番は「新町」と「浜
町」。威勢のよい若衆たちが乗る山車が駆け抜けます。

7月 10日㈮ 曳出 18：00～　

　　12日㈰ 渡御 12：25～15：00

　　18日㈯ 還御 14：30～17：00
 曳込 18：00～

　今年は山車の通り抜けをし
ます。通り抜ける最中は山車
は動きません。
　保護者の方はお子さんが降
りてくる前方でお迎えくださ
い。

問合せ先　臼杵商工会議所　☎0972-63-8811

新町若衆の皆さん 浜町若衆の皆さん
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福良天満宮夏季大祭

第28回 住吉まつり

久保ん谷湧水まつり

問合せ先　福良天満宮　☎0972-63-2739

問合せ先　臼杵商工会議所青年部会　☎0972-63-8811

問合せ先　吉四六の里観光協会（市民生活推進課内）
☎0974-32-2220

と　き　7月24日㈮～26日㈰

と　き　7月25日㈯15:00～　※雨天順延
ところ　住吉橋周辺

と　き　7月26日㈰　11：00～14：00
ところ　西神野久保ん谷湧水周辺
イベント（予定）　ソーメン流し、ウナギのつかみ取り、スイカ割り
入場料　　　　大人300円、小学生以下200円

24日㈮　10：00～22：00

　・瑜
ゆ う が

伽神社例祭・花柳流日本舞踊
　・岩戸神楽・七夕まつり

25日㈯　10：00～22：00

　・愛
あ た ご

宕神社例祭・福良天満宮宵宮祭
　・岩戸神楽・七夕まつり

26日㈰　9：00～24：00

　・福良天満宮例大祭・七夕まつり・御神輿行列
　・岩戸神楽（柴引・大蛇退治・岩戸開き）
　・獅子舞（赤獅子連）・豊後桜太鼓・いかづち太鼓

15：00～15：20 オープニング、 臼杵いかづち太鼓演舞
15：30～15：50 獅子舞
16：00～16：20 海辺保育園児童館ウェルフェアによるダンス
16：30～16：50 臼杵高校書道部演舞 
17：00～17：20 日舞
17：30～18：00 豊後大友宗麟鉄砲隊演武 
18：00～ 抽選会うちわ販売・末等景品交換 
19：00～20：00 夏まつり抽選会 
20：10～20：30 臼杵いかづち太鼓演舞 
20：45～21：00 花火打上げ 
21：00 終了

車両通行止めのお知らせ
と　き　7月25日㈯　13：00～22:30
ところ　住吉橋～松島橋
ご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いします。

3
平成27年7月号

広報



おんせん県おおいたデスティネーションキャンペーン期間中に開催

7月12日㈰ 6:00～7:00 クリスタルボール・サウンドヒーリング はす畑
 6:00～8:00 蓮の実の朝粥 はす畑
 6:00～8:00 軽トラ朝市 はす畑
 7:30～8:30 かおんひゃらんコンサート はす畑
7月19日㈰ 5:30～7:00 ハスヨガ はす畑
 6:00～8:00 蓮の実の朝粥 はす畑
 7:00～7:40 ハーモニカとギター演奏 はす畑
 7:30～9:00 ワープ・蓮に囲まれ太極拳 石仏公園
 10:00～ 象鼻杯体験 はす畑周辺
 11:00～11:30 着物キャットウォーク はす畑周辺
  中国雑技変面ショー 石仏周辺

7月20日㈪ 6:30～7:30 蓮の花・浴衣で撮影会 はす畑
 17:30～18:30 ゆうはすの唄LIVE はす畑
7月25日㈯ 6:00～7:00 葭始生 あしはじめましてしょうず タブラ演奏 はす畑
7月26日㈰ 6:30～7:30 クリスタルボウルコンサート はす畑
 7:30～8:30 ワープ・おとのわコンサート はす畑
 8:30受付　 臼杵石仏蓮の花ウォーク はす畑周辺
8月1日㈯ 7:00～7:30 スティールパン演奏 はす畑
 11:30～12:00 スティールパン演奏 古園石仏
8月2日㈰ 7:00～7:30 タイナカ彩智LIVE はす畑

イベントのご案内

問合せ先
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　ふるさと納税は、応援したいと思う自治体へふるさと納税（寄附）を行った場合に、通常の住民税や所得税
から一定の控除を受けることができる制度で、臼杵を応援したい方であれば、全国どこからでもお申込みい
ただけます。

　臼杵市では、ふるさと納税を通して積極的に臼杵市のことを全国に発信し、１人でも多く、本市にゆかり
のある方との絆を深め、応援者となっていただきたいと考えています。本市に寄附していただいた方には、
感謝の気持ちとして、地元の特産品をお贈りしており、併せて地場産業の振興にもつなげていきたいと考え
ています。
　なお、本市への寄附金は、第２次臼杵市総合計画に掲げる重点施策（下記）の推進に活用させていただき
ます。

　市民の皆さまからも、市外で暮らすご家族、親戚、友人などに臼杵市へのふるさと納税をお勧めい
ただきますよう、お願いします。

※ 臼杵市へのふるさと納税のお申込み手続きなどについては、臼杵市ホームページ内「ふるさと納税
コーナー」をご覧いただくか、下記担当までお問合せください。

【問合せ先】
　〒875－8501　臼杵市大字臼杵72番1　臼杵市役所財政企画課　ふるさと納税担当

　☎0972－63－1111(内線2123) ／ FAX 0972－64－0136
E-mail  kikaku@city.usuki.oita.jp

市外在住の親戚、友人の方々への“お声かけ”をお願いします！
～臼杵市へのふるさと納税推進に係るご協力について～

【平成２７年度の臼杵市ふるさと納税活用事業】

１ 2 3安心して子どもを産み、子育てできる環境づくり うすきの資源を活かした産業の振興 移住・定住による「うすき暮らし」のすすめ
　安心して妊娠・出産できる体制の強
化および子育て環境の整備を行いま
す。また、教育内容の充実による学力
向上、生きる力を育む食育の推進や農
泊体験など、学校と地域、家庭の連携に
よる取組を推進します。

　地域の特性を活かして魅力ある産
業を振興し、就業の機会を創出します。
観光資源の活用・創出による地域活性
化を図り、魅力ある“感光地”づくりを行
います。また、臼杵の原風景である美
しい森林の多面的機能を向上させ、安
心・安全な「うすきブランド」の農産水産
品の確立および６次産業化の推進と併
せ、地域の資源が循環するまちの構築
をめざします。

　「日本の心のふるさと」を体感でき、
再び訪れたくなる、住みたくなるまちを
めざします。地域振興協議会や市民ま
ちづくり団体などの活動を支援し、地域
内・地域どうしの交流による住みやすい
地域づくりをめざすとともに、Uターン
支援および空き家バンクなどのIターン
などへの支援を行い、「うすき暮らし」を
推進します。

● 子育ての相談や仲間づくりができる子
育て総合支援センターの整備
●子ども医療費や保育料の負担軽減
● 学校・地域・家庭をつなぐ「協育ネット
ワーク」により地域の宝である子ども
の協育を推進
●市内小学生の農泊体験学習
● 親子が安心して楽しめる公園の整備

など

● 国宝臼杵石仏や城下町の町並み、文
化、歴史など、臼杵の特色ある資源を
活かした観光振興
● 新規就農者など、就業支援による移
住・定住促進

●企業立地の促進に向けた補助
● 森林が本来持つ多面的機能の維持・
増進、未利用材の活用などによる森
林資源の循環への取組
● 地場産品の「臼杵市ブランド」の確立

など

● 地域振興協議会による地域の活性化
支援
● 地域コミュニティ強化に向けた事業へ
の助成
● 移住者支援および空き家への移住者
入居補助など、定住促進に向けた各
種補助
●婚活実施団体に対する支援

など



スリランカ キャンディ市民が
市長を表敬訪問しました

両市のつながりを再確認

　５月22日、スリランカキャンディ市民が臼杵庁舎を訪れ、
中野市長を表敬訪問しました。臼杵市とキャンディ市は
両市に石仏があることがきっかけとなり、昭和42年に国際
友好姉妹都市を提携し、その後、臼杵市がキャンディ市を
親善訪問するなどの交流がありましたが、近年はスリランカ
の政権変動により交流が途絶えていました。今回訪問さ
れたキャンディ市民はアンビさん（元スリランカ外交官でケ
ニア大使の奥様）他２名。両市の近況や今後の交流促
進について意見交換しました。

うすき石仏ねっと運営協議会の
発足式が開催

　うすき石仏ねっと運営協議会の発足式が５月20日、臼杵
市民会館で開催されました。同協議会はうすき石仏ねっと
の機能をさらに強化し、より充実した市民医療・福祉サービス
につなげていくために、行政と医療・介護関係者の協働によ
り４月に立ち上げられたもので、発足式には約130人が出席
しました。東保裕の介運営協議会会長が平成27年度の取
組を説明し、発足式終了後には産業医科大学松田晋哉教
授による記念講演会も行われました。

医療・介護の連携強化へ

キャンディ市長からの親書を手渡すアンビさん（左）
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黒島海水浴場で海開きが
行われました

　オランダ商船リーフデ号が漂着したといわれる佐志生の
黒島で６月１日、海開きがありました。シーズン中の安全祈
願神事の後、気温27度、水温24度の海へ佐志生小４～６
年生11名が一番乗りを競って勢いよく海へ飛び込み、初泳
ぎを楽しみました。海水浴場は８月末まで楽しむことができ
ます。また、島へは佐志生の尾本漁港から渡し舟（有料）を
使って約５分で渡れます。

県下トップクラスのきれいな海



上北小がICT活用実践研究助成校に
指定されました

　上北小学校がパナソニック教育財団よりICT（情報通信
技術）活用実践研究助成校に指定され、５月29日、小玉校
長が臼杵庁舎を訪れ、斎藤教育長に指定の報告を行いまし
た。この助成は全国の小・中学校などを対象に行なうもの
で、ICTを活用した授業への取組が評価されたものです。
今後、さらにICT機器を活用して児童の表現力の向上や授
業のユニバーサルデザイン化などが期待されます。

臼杵市の小学校で初
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アグリ起業学校の研修生が
収穫報告を行いました

ひまわりプロジェクトを
開始しました

臼杵市観光交流プラザで
プラザ・で・防災を開催

　「臼杵市アグリ起業学校」の研修生が栽培しているピーマ
ンが初出荷を迎え、６月３日、出来栄えと研修状況の報告を
中野市長に行いました。臼杵市は農産物振興品目の生産
拡大と農業後継者育成を目的として、今年１月に「臼杵市ア
グリ起業学校」を設置しました。今回報告をした研修生は１
期生の朝井智康さん、髙谷浩司・綾さん、甲斐陽寛さん。研
修農場では地域の中でも比較的遅い（４月中旬頃）植付とな
りましたが、生育は順調で、収穫を迎えることができました。

　５月14日、初夏を思わせる陽差しの中、南野津小の全校
生徒が野津町川平地区の畑（面積約1,000㎡）にひまわりの
種をまきました。今回の活動は、子どもたちに、ひまわりを通
じて「植える・育てる・愛(め)でる・いただく」の尊さを感じても
らえればとの思いで、市内の農業法人で組織されたうすき農

う

尊
そん

協同組合と臼杵農業委員共同の「食育」事業として実施
しています。ひまわりは７月中旬の開花予定で、散花後は種
からオイルを精製する予定です。

　５月24日、臼杵市観光交流プラザで、プラザ・で・防災を開
催しました。イベントでは女性防災士が家庭でできる応急手
当の方法を実演し、応急手当に代用できるものとして、手ぬ
ぐい、新聞紙、段ボールなどを紹介。参加者は自分や家族
の命を守るために手当の実演を熱心に見学し、指導を受け
ていました。また暗闇から非常持出品を探して脱出する体
験や地震体験車（ユレルンダー）での巨大地震体験もありま
した。

愛情をそそいで育てました

ぐんぐん育て笑顔の花身近なものでできる応急手当を紹介



皆さんの声をお待ちしています！
○イラスト
　 　郵便ハガキまたは「ご意見・ご提言
はがき」にボールペンなどで描き、　ペ
ンネームを記入のうえ、送付してくだ
さい。
○ちょっといい話
　 身近な話題をお寄せください。（ボラン
ティア活動、地域のイベント、学校行
事など）※投稿もお待ちしています。

 送付先
　〒875-8501臼杵市大字臼杵72番１
　臼杵市役所市長室 広報担当まで
　E-mail  usuki@city.usuki.oita.jp
郵便ハガキ設置場所
臼杵地域　 市民課
野津地域　 市民生活推進課

うすき見て歩き
ウォーキングを開催

小学生ソフトテニス
全国大会へ出場

西福良地区で防災訓練が
行われました

全日本ソフトテニス大会で
初優勝しました

　５月17日、「うすき見て歩きウォーキン
グ」が開催されました。当日の参加者は
34名、保健師による運動の効果につ
いての講話や大分県ウォーキング協会
公認指導員の笹山昭義さんによるスト
レッチの基本的な動きについての実演
が行われた後、中央公民館をスタート
しました。臼杵公園・町八町・平清水
地区・野上弥生子文学記念館を経由
し、ゴールの八坂神社まで４．７㎞の道
のりを約１時間かけて歩き、気持ちの
良い汗を流しました。

　５月３日に大分市で開催された第
32回全日本小学生ソフトテニス大
会大分県予選会（男子ペア）で優勝
した山下風雅くん（市浜小６年）、準
優勝ペアの山下凱空くん（市浜小４
年）、松坂大哉くん（上北小６年）が臼
杵庁舎を訪れ、中野市長に全国大会
へ出場する報告を行いました。県予
選会決勝は山下兄弟対決となりまし
たが、接戦の末、兄の風雅くんが勝
利。全国大会は７月末から富山県で
開催されます。

　西福良地区で５月24日、地震、津波
を想定した防災訓練を実施しました。
地区の皆さんは防災士などの避難誘
導員の指示に従って、避難場所である
西福良コミュニティ広場へ自助、共助
で避難し、人員確認を行いました。その
後、防災士による防災講話や消防団員
による消火訓練、炊き出し訓練を行い、
防災意識の向上と住民のコミュニケー
ションを深めました。

 ５月９日、10日に宮崎市で開催された
第45回全日本グランドベテランソフトテ
ニス大会の竹組（男子65歳以上、女子
51歳以上のペア）、で後藤哲夫さんが
初優勝。５月18日、臼杵庁舎を訪れ、中
野市長に優勝の報告を行いました。
　同大会は、国内外から約300人が出
場し、竹組には18ペアが出場。後藤さ
んは工藤さん（竹田市）とのペアで栄冠
を勝ち取りました。後藤さんは中学時代
からソフトテニスを始め、ブランクを挟
んで40歳から競技を再開し、現在は犬
飼町でジュニア世代の指導も行って
います。

イラストコーナー

クッキー

スタープレーヤー
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問合せ先　　高齢者支援課（内1154・臼杵庁舎）
介護保険料に関する問合せ先　　税務課（内1116・臼杵庁舎）

65歳以上の方（第1号被保険者）の
介護保険の保険料が変わりました

介護保険制度が変わります！

　介護保険制度は皆さんの保険料によって支えられています。ご理解とご協力をお願いします。

※第1段階～第3段階の（　）内は、平成29年度以降の保険料率と保険料です

平成27年８月以降の介護保険制度の主な変更点をお知らせします。
○利用者の自己負担割合が変わります　
　65歳以上（第1号被保険者）で一定所得以上の方は介護保険サービスを利用する際の自己負担が2割になります。
　・収入が年金のみで年収280万円以上の方・年金以外の所得がある場合は合計所得金額が160万円以上の方
　※ 要介護認定を受けている65歳以上の方へは、７月中旬に「負担割合証」を送付しますのでご確認ください。介護
サービス利用時に必要となります

○高額介護サービス費の上限額を引き上げます　
　 　医療保険制度における「現役並み所得者」に相当する方は、高額介護サービス費の自己負担上限額が、

37,200円（月額）から44,400円（月額）に引き上げられます。
○負担限度額認定制度の認定条件を変更します　
　①住民票上世帯が異なる場合の配偶者の所得も判断材料とします。
　②預貯金などが単身1,000万円以下、夫婦2,000万円以下であることが要件に加わります。
　③非課税年金（遺族年金、障害年金）も収入として算定されます。（平成28年８月から）
平成27年度分の申請を受付中です
　 　負担限度額認定証の有効期間は８月1日から翌年の７月31日までです。今年度の申請がお済みでない方は、お
早目に手続きをお願いします。
　※詳しくは、お問合せください

平成27年度から平成29年度までの介護保険料（65歳以上の方）
所得段階
（10段階） 対象者 基準額に

対する割合
保険料
（年額）

第1段階

・老齢福祉年金受給者で世帯全員が市民税非課税の方
・生活保護の受給者 0.45

(0.30）
25,810円
(17,200円）・ 世帯全員が市民税非課税で課税年金収入額と合計所得金額の合計が

80万円以下の方

第2段階
・ 世帯全員が市民税非課税で課税年金収入額と合計所得金額の合計が
80万円超120万円以下の方

0.70
（0.50）

40,150円
（28,680円）

第3段階
・ 世帯全員が市民税非課税で課税年金収入額と合計所得金額の合計が
120万円を超える方

0.75
（0.70）

43,020円
（40,150円）

第4段階
・ 本人が市民税非課税（世帯内に市民税課税者あり）で課税年金収入額と
合計所得金額の合計が80万円以下の方

0.83 47,600円

第5段階
・ 本人が市民税非課税（世帯内に市民税課税者あり）で第4段階に該当し
ない方

1.00
57,360円
（基準額）

第6段階 ・本人が市民税課税で前年の合計所得金額が120万円未満の方 1.20 68,830円

第7段階
・ 本人が市民税課税で前年の合計所得金額が120万円以上190万円未
満の方

1.25 71,700円

第8段階 ・前年の合計所得金額が190万円以上290万円未満の方 1.50 86,040円

第9段階 ・前年の合計所得金額が290万円以上500万円未満の方 1.60 91,780円

第10段階 ・前年の合計所得金額が500万円以上の方 1.80 103,250円
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平成27年度地区巡回健診・がん検診を行います

健診結果説明会のお知らせ

熱中症を予防しましょう

特
定
健
診

各種がん検診 骨
密
度
検
診大腸 胸部 胃 子宮 乳

と　き 受付時間 ところ

７月６日㈪ 13：30～14：30 川登地区基幹集落センター ○ ○ ○

７月９日㈭
13：20～13：50 市浜クラブ ○ ○ ○

14：40～15：00 戸室老人憩いの家 ○ ○

７月13日㈪ ８：30～ ９：00 下ノ江地区ふれあいセンター ○ ○ ○

７月16日㈭
13：20～13：50 下北連絡事務所 ○ ○ ○

14：40～15：00 上北地区コミュニティセンター ○ ○ ○

７月20日㈪ ９：00～10：30 野津中央公民館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

７月22日㈬ ９：00～10：30 臼杵市中央公民館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

７月23日㈭ ８：30～ ９：00 下南小学校 ○ ○ ○

７月25日㈯ ８：30～ ９：30 江無田公民館 ○ ○ ○

７月27日㈪ ８：30～ ９：30 南野津地区公民館 ○ ○ ○

７月30日㈭
13：20～13：50 中臼杵農村環境改善センター ○ ○ ○

14：40～15：00 南津留連絡事務所 ○ ○ ○

８月１日㈯ ９：00～10：30 野津中央公民館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※年に一度、大切なあなたの身体のチェックのために健診を受けましょう。
　詳細は、担当課にお問合せください。 

　健診結果から、あなたにいちばん合った改善方法を保健師や管理栄養士が一緒に考え、
健康な生活が送れるようにサポートします！ ※受付時間は両日とも13：30～14：00

熱中症とは… 高温多湿な環境のもとで、体内の水分や塩分のバランスが崩れたり、体温調節機能がうまく働
かないことにより、体内に熱がたまり、筋肉痛や大量の発汗、さらには吐き気や頭痛などの症状
が現れ、重症になると意識障害などが起こります。

　　　　　　 一人ひとりが、熱中症予防の正しい知識をもち、自分の体調の変化に気をつけるとともに、周囲
の人にも気を配り、予防を呼びかけ合って、熱中症による健康被害を防ぎましょう。

所要時間 １人20分～30分程度
持参するもの  健診結果（必須）、病院での検査結果、

おくすり手帳など

問合せ先　保険健康課（内1148・臼杵庁舎）

問合せ先　保険健康課（内1148・臼杵庁舎）

問合せ先　保険健康課（内1144・臼杵庁舎）

臼杵会場 ほっと館（中央公民館裏）７月24日㈮

野津会場 野津保健センター ７月28日㈫
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問合せ先　　大分県後期高齢者医療広域連合　☎097-534-1771（代表）
申請窓口　保険健康課（内1145・臼杵庁舎）　市民生活推進課（内131・野津庁舎）

後期高齢者医療被保険者証を
お持ちの方へ

納期(月)
保険料額 普通徴収の

納　期　限特別徴収額 普通徴収額

４月

５月

６月

７月

８月

９月

通知書に記載

　平成27年度の保険料が決定しましたので、７月中旬に決定通知書などをお送りします。保険料の納め方について
は、通知書の『期別保険料額』をご覧ください

○ 特別徴収額の欄に保険料額が記入されている場合
は、その月の年金から差し引かれます。
○ 普通徴収額の欄に保険料額が記入されている場合
は、その月の納期限までに納付書などで保険料を納め
ていただくようになります。ただし、口座振替申請をされ
ている方は、納期限の日に通知書に記載している金融
機関から振り替えさせていただきますので、手続は必要
ありません。

○現在の黄色の保険証は、７月末で有効期限が切れます。
○保険証は折りたたみタイプです。半分に折って使ってください。
○裏面に臓器提供の意思表示ができます。
○８月以降は新しい保険証を使ってください。
○新しい保険証の有効期限は、平成28年7月31日です。
○新しい保険証の色は、緑色です。
○保険証は上記、保険料額決定通知書とは別に送付します。
○ ｢一部負担金の割合」は、平成26年中の所得に基づいて判定
されています。

　現在発行している減額認定証は、７月31日㈮で有効期限が切れます。８月以降も必要な方は、申請が必要となりま
すので、以下の点をご確認の上、市町村窓口にて申請をしてください。
☆対象となる被保険者 平成27年度住民税非課税世帯に属する方
☆申請に必要なもの  ①保険証　②印鑑　③過去１年間に90日を超える入院があれば、入院日数が分かる証

明書（領収書など）

【非自発的失業者の保険料の減免について】
　非自発的に失業した方は、申請により保険料が減免される場合がありますので、広域連合または市町村の担当課
にお問合せください。

７月中旬に新しい保険証を送付します

平成27年度 限度額適用・標準負担額減額認定証の申請はお済みですか



12
平成27年7月号

広報

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。こ
の

言
葉
は
、54
年
の
生
涯
を
か
け
た

実
践
活
動
か
ら
紡
ぎ
出
さ
れ
た
も

の
で
、福
祉
の
本
質
、福
祉
思
想
の

原
点
を
表
現
し
て
い
る
と
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
。１
９
１
４
年
鳥
取
市

で
生
ま
れ
、京
都
大
学
卒
業
後
、滋

賀
県
庁
勤
務
時
代
、戦
後
の
荒
廃

期
に
偏
見
や
軽
蔑
に
さ
ら
さ
れ
、社

会
の
片
隅
に
追
い
や
ら
れ
て
い
た

知
的
障
が
い
児
が
入
所
で
き
る
施

設
づ
く
り
に
奔
走
し
ま
す
。こ
の
子

ど
も
た
ち
の
教
育
と
福
祉
の
実
践

こ
そ
が
戦
後
日
本
再
建
の
も
っ
と

も
大
切
な
事
業
で
あ
る
と
の
考
え

に
基
づ
き
、次
々
と
多
く
の
障
が
い

を
も
つ
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
施

設
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
言
葉
が
意
味
す
る
こ
と

は
、次
の
３
点
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

① 「
こ
の
子
ら
に
世
の
光
を
」あ
て

て
や
ろ
う
と
い
う
憐
み
の
施
策

で
は
、彼
ら
の
心
に
届
か
な
い
。

② 

重
い
障
が
い
を
も
つ
子
ど
も
た

ち
も
、そ
の
子
な
り
に
か
け
が
え

の
な
い
個
性
的
な
自
己
実
現
を

し
て
い
る
。

③ 

人
が
あ
り
の
ま
ま
に
存
在
す
る

こ
と
の
価
値
を
認
め
合
い
、人
と

人
と
が
助
け
合
い
、受
け
入
れ
合

う
関
係
を
築
く
こ
と
が
重
要
で

臼
杵
市
長　

中
野　

五
郎

69

　

昨
年
、議
会
で「
人
工
内
耳
」装

着
者
へ
の
支
援
策
に
つ
い
て
、一
般

質
問
を
受
け
ま
し
た
。こ
の
件
に
は

不
案
内
で
し
た
の
で
直
ち
に
調
べ

ま
し
た
。

人
工
内
耳
に
助
成
制
度
創
設

　

人
工
内
耳
は
、補
聴
器
が
有
効

で
な
い
重
度
聴
覚
障
が
い
者
が
聴

覚
機
能
を
獲
得
す
る
た
め
に
効
果

が
あ
る
こ
と
。手
術
で
内
耳
に
細

か
い
電
極
を
植
え
込
み
、聴
神
経

を
電
気
的
に
刺
激
し
て
、脳
に
伝

え
て
聴
覚
を
取
り
戻
す
画
期
的
な

医
療
で
あ
る
こ
と
。最
初
の
手
術
に

は
、約
４
０
０
万
円
か
か
る
こ
と
。

そ
れ
に
は
健
康
保
険
が
適
用
さ
れ

る
も
の
の
、そ
の
後
、必
要
と
な
る

周
辺
機
器
の
更
新
や
維
持
管
理
に

は
か
な
り
の
費
用
が
か
か
る
が
、

十
分
な
助
成
制
度
が
な
い
こ
と
。

人
工
内
耳
か
ら
の
信
号
を
受
け

る
脳
の
反
応
は
、幼
少
期
ほ
ど
良

好
な
の
で
、小
さ
い
時
か
ら
手
術

は
、
平
成
21
年
度
は
３
，２
１
９

名
、
平
成
26
年
度
は
２
，８
４
３

名
で
、
11
％
減
少
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、臼
杵
市
就
学
支
援
委
員
会

（
注
）で
の
検
討
対
象
者
数
は
、

平
成
21
年
度
は
79
名
、平
成
26
年

度
は
１
６
９
名
で
２
倍
以
上
に
な
っ

て
い
ま
す
。原
因
・
理
由
に
つ
い
て

軽
々
に
は
言
え
ま
せ
ん
が
、医
学
、

心
理
学
な
ど
の
発
達
や
関
係
者
の

努
力
も
あ
り
発
見
率
が
高
ま
っ
た

こ
と
。食
べ
物
や
親
子
関
係
、家
庭

環
境
な
ど
の
変
化
も
考
え
ら
れ
ま

す
。複
合
し
た
問
題
と
認
識
し
、対

応
・
支
援
策
を
と
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

世
の
光
と
し
て
輝
け
る
よ
う
に

　

最
近
、「
こ
の
子
ら
を
世
の
光
に
」

と
い
う
言
葉
に
出
会
い
ま
し
た
。

「
こ
の
子
ら
に
世
の
光
を
」で
は

あ
り
ま
せ
ん
。真
意
を
確
か
め
る

と
糸
賀
一
雄
氏
の
言
葉
で
し
た
。彼

は
障
が
い
福
祉
の
父
と
呼
ば
れ
て

を
希
望
す
る
人
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
。子
ど
も
は
、成
長
に
応
じ
て

４
〜
５
年
で
再
手
術
が
必
要
な
こ

と
。家
族
の
負
担
費
用
が
多
額
な

こ
と
。臼
杵
に
は
複
数
の
装
着
児

が
い
る
こ
と
な
ど
が
分
か
り
ま
し

た
。子
ど
も
た
ち
が
自
立
す
る
た

め
に
は
、成
長
に
合
わ
せ
て
適
宜

適
切
な
措
置
が
行
わ
れ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。家
庭
の
経
済
事
情
で

子
ど
も
た
ち
の
人
生
が
妨
げ
ら
れ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。早
速
、臼
杵
独

自
の
助
成
制
度
を
作
り
ま
し
た
。

し
か
し
、本
来
、国
が
自
治
体
に
ま

か
せ
ず
、し
っ
か
り
し
た
助
成
制

度
を
作
る
べ
き
で
す
。大
分
県
市
長

会
、九
州
市
長
会
を
通
じ
て
、全
国

自
治
体
共
通
の
意
見
と
し
て
国
に

要
望
し
ま
し
た
。

障
が
い
児
へ
の
対
応
・
支
援

　

今
日
、さ
ま
ざ
ま
な
障
が
い
を

も
つ
子
ど
も
た
ち
が
増
え
て
い
ま

す
。小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
数

こ
の
子
ら
を
世
の
光
に
〜
障
が
い
児
福
祉
の
原
点
〜

あ
る
。

　

真
に
豊
か
な
社
会
と
は
、こ
の

子
ら
が「
世
の
光
」と
し
て
輝
け
る

よ
う
な
社
会
、そ
の
輝
き
を
認
め

合
え
る
よ
う
な
社
会
で
あ
る
と
の

信
念
で
、「
人
格
発
達
権
の
保
障
」と

「
共
生
社
会
」の
実
現
に
尽
く
し

た
人
生
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　

理
想
論
だ
と
看
過
す
る
の
で
は

な
く
、よ
り
よ
い
社
会
を
次
の
世
代

に
わ
た
す
使
命
を
負
っ
て
い
る
私

た
ち
に
は
、重
く
受
け
止
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
意
味
を
含
ん
だ
言

葉
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
言
葉
は
、多
忙
な
生
活
に

追
わ
れ
、今
ま
で
気
付
か
な
か
っ
た

こ
と
や
見
失
っ
て
い
た
大
切
な
こ

と
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
く
れ
る

キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。21
世
紀
を
生

き
る
私
た
ち
の
考
え
方
や
社
会
の

あ
り
方
に
多
く
の
示
唆
を
与
え
て

く
れ
ま
す
。

（
注
）就
学
支
援
委
員
会
と
は
…
医

師
や
教
育
関
係
者
な
ど
で
組
織
さ

れ
、知
的
、自
閉
症
、肢
体
、Ｌ
Ｄ
な

ど
の
障
が
い
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

子
ど
も
に
教
育
現
場
で
ど
ん
な
支

援
が
必
要
か
を
判
断
し
、教
育
委

員
会
が
、保
護
者
に
通
知
す
る
役

割
を
も
つ
。



教育合宿：自学に取り組むふれあい看護体験の様子

サッカー部ソフトテニス部女子バレーボール部

教育合宿：カッター研修

吉良梓乃さん（２年）の書

　

校
内
に
、体
育
授
業
の
集
団
行

動
の
か
け
声
が
ひ
と
き
わ
大
き

く
響
い
て
い
ま
す
。こ
の
活
動
で
、

心
身
を
鍛
え
る
と
と
も
に
、
仲

間
を
思
い
や
る
気
持
ち
や
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
な
ど
を
育
ん
で
い
ま

す
。
授
業
や
生
徒
会
活
動
・
課
外

活
動
な
ど
で
多
様
な
感
動
体
験

を
積
み
、心
身
と
も
に
強
く
心
優

し
い
臼
高
生
に
成
長
し
て
い
ま

す
。

教
育
合
宿
で
高
校
生
活
の

土
台
を
つ
く
る

　

１
年
生
は
、入
学
直
後
、マ
リ
ン

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で
教
育
合

宿
を
行
い
ま
し
た
。
２
泊
３
日
の

日
程
で
、ク
ラ
ス
対
抗
競
技
、集
団

行
動
、ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
、夕

食
後
の
学
習
な
ど
を
通
し
て
、交

友
を
広
げ
る
と
と
も
に
ク
ラ
ス
の

団
結
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
全
て
の
生
徒
に
と
っ
て
、楽

し
く
忘
れ
ら
れ
な
い
体
験
に
な
り

ま
し
た
。

市
と
連
携
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育

　

臼
杵
市
と
連
携
し
た
キ
ャ
リ
ア

教
育
を
系
統
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
。
５
月
の
看
護
週
間
に
は
、看

臼杵高校通信
№31
こ
の
地
で
学
ぶこ

の
地
で
伸
び
るこ

の
地
で
輝
く

護
師
・
助
産
師
・
保
健
師
を
志
望

す
る
生
徒
27
名
が
コ
ス
モ
ス
病
院

の「
ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
」に
参
加

し
ま
し
た
。
職
業
別
体
験
実
習
で

は
、1
日
看
護
師
は
病
院
内
で
体

験
実
習
、1
日
助
産
師
・
保
健
師

は
、病
院
外
の
乳
児
家
庭
を
訪
問

し
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
っ
た
皆

様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

５
月
30
日
か
ら
6
月
1
日
を

中
心
に
、県
内
各
競
技
会
場
に
お

い
て
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

10
人
制
ラ
グ
ビ
ー
の
準
優
勝
な

ど
、多
数
の
競
技
で
入
賞
を
果
た

し
ま
し
た
。
ど
の
競
技
も
、最
後

ま
で
あ
き
ら
め
ず
に
全
員
で
戦
い

抜
く
、臼
高
生
ら
し
い
戦
い
が
で

き
ま
し
た
。

主
な
成
績

ラ
グ
ビ
ー
（
10
人
制
）　

準
優
勝

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子

団
体
戦　

第
３
位

個
人
戦

川
村
茉
由
、石
坂
夏
美
組 

第
５
位

  

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
・
九
州
大
会
出
場

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子 

第
３
位

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子　

第
３
位

陸
上
競
技

加
藤
大
起（
２
０
０
ｍ　

第
５
位
）

長
野
将
史

（
男
子
３
０
０
０
ｍ 

障
害 

第
３
位
）

川
野
拳
冴 

（
砲
丸
投　

第
４
位
）

栫
井
大
樹 

（
ハ
ン
マ
ー
投 

第
５
位
）

小
山
寧
々 

（
砲
丸
投　

第
５
位
）

  

以
上
５
名
が
北
九
州
大
会
出
場

少
林
寺
拳
法

藤
丸
沙
加（
単
独
演
武 

第
２
位
）

  
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
・
九
州
大
会
出
場

第
63
回
大
分
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会 

正
々
堂
々
の
戦
い
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平成27年度臼杵市自治会連合会総会

◎ 

永
年
勤
続
退
任
自
治
会
長（
区
長
）

の
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
か
っ
こ
内
は
勤
続
年
数
）

荒　

田 

　

牧　
　

宣
雄（
18
）

祇
園
西 

　

後
藤　

正
二（
16
）

友　

田 

　

安
東　

喜
一
（
7
）

田　

町 

　

正
國　

和
孝（
6
）

硴　

江 

　

道
中　

喜
義（
6
）

竹　

場 

　

庄　
　

忠
夫（
6
）

東
神
野 

　

川
野　

静
馬（
6
）

塩　

入 

　

大
戸　

一
夫（
4
）

下
末
広
一　

大
島　

忠
士（
4
）

中
ノ
川 

　

廣
瀬　

正
生（
4
）

平
成
27
年
度
臼
杵
市

自
治
会
連
合
会
役
員

会
長　
　

渡
邉　

博
道
（
下
ノ
江
）

副
会
長　

齋
藤　

勝
美
（
上
北
）

副
会
長　

疋
田　

忠
公
（
下
南
）

副
会
長　

染
矢　

勲
雄
（
都
松
）

理
事　
　

福
田　

和
民
（
中
央
）

理
事　
　

兒
玉　

明
（
中
央
）

理
事　
　

渡
邊　

敏
博
（
中　

央
）

理
事　
　

小
野　

敬
郎
（
南　

部
）

理
事　
　

佐
藤　

耕
平
（
市　

浜
）

理
事　
　

衛
藤　

照
生
（
市　

浜
）

理
事　
　

平
川　

哲
雄
（
上　

浦
）

理
事　
　

藥
師
寺　

忠
義
（
深
江
）

理
事　
　

日
髙　
　

一
（
海
辺
）

理
事　
　

竹
永　

峰
男
（
佐
志
生
）

理
事　
　

衛
藤　

光
清
（
下
北
）

理
事　
　

齋
藤　

清
重
（
中
臼
杵
）

理
事　
　

橋
迫　

勝
（
南
津
留
）

理
事　
　

平
山　

公
昭
（
野
津
）

理
事　
　

亀
山　

龍
明
（
田
野
）

理
事　
　

吉
良　

達
雄
（
川
登
）

理
事　
　

阿
南　

幸
博
（
南
野
津
）

理
事　
　

後
藤　

晶
博
（
戸
上
）

監
事　
　

太
田　

一
郎
（
洲
崎
）

監
事　
　

大
戸　

雄
治
（
新
生
）

平
成
27
年
度
自
治
会
長（
区
長
）

（
敬
称
略
） 

◎
中
央
地
区

本
町 

　
　

江
藤　

英
雄

新
町 

　
　

佐
藤　

眞
一

唐
人
町 

　
　

兒
玉　
　

明

畳
屋
町 

　
　

匹
田　
　

郁

横
町 

　
　

板
井　

一
利

浜
町 

　
　

今
井　

克
之

掛
町 

　
　

林　
　

直
樹

田
町 

　
　

安
藤　

恵
聡

祇
園
南 

　
　

髙
田　

秀
一

祇
園
東 

　
　

阿
南　

宏
重

祇
園
中 

　
　

安
藤　

正
一

祇
園
西 

　
　

若
林　

利
光

城
北 

　
　

渡
邊　

敏
博

洲
崎 

　
　

太
田　

一
郎

港
町
本
通　
　

髙
橋　

真
佐
夫

港
町
東 

　
　

福
田　

和
民

新
港
町 

　
　

吉
良　

英
明

城
南 

　
　

北
山　

重
美

本
丁 

　
　

髙
西　

久
邇
孝

浜 

　
　

岡
松　

眞
明

東
海
添 

　
　

三
浦　

孝

西
海
添 

　
　

三
宅　

良
一

南
海
添 

　
　

三
田
村　

雅
敏

北
海
添 

　
　

松
下　

義
博

駅
前 
　
　

亀
井　

勝
征

下
り
松 
　
　

冨
田　

秀
則

◎
南
部
地
区

二
王
座　
　
　

村
松　

紘
平

上
塩
田 

　
　

佐
藤　

俊
美

塩
田 

　
　

石
﨑　

達
雄

東
福
良 

　
　

土
谷　

桂
山

福
良 

　
　

三
浦　

喜
徳

西
福
良 

　
　

吉
田　

哲
雄

温
井 

　
　

小
野　

敬
郎

平
清
水 

　
　

吉
岡　

勲

千
代
田 

　
　

加
嶋　

昌
平

◎
市
浜
地
区

中
洲 

　
　

髙
橋　

頼
光

上
市
浜 

　
　

佐
藤　

俊
彦

下
市
浜 

　
　

佐
藤　

純
一

中
市
浜　
　
　

三
重
野　

元
良

新
地 

　
　

廣
田　

栄
治

山
の
手 

　
　

岡
本　

伸
一

双
葉 

　
　

安
藤　

克
之

久
保 

　
　

佐
藤　

耕
平

浄
光
台 

　
　

加
茂　

正
行

戸
室 

　
　

佐
藤　

繁
子

江
無
田 

　
　

大
戸　

利
夫

田
篠
川 

　
　

仲
摩　

展
行

弥
生 

　
　

平
野　

一
郎

門
前 

　
　

衛
藤　

照
生

あ
す
と
ぴ
あ　

川
崎　

博
永

◎
下
南
地
区 

馬
代 

　
　

首
藤　

利
光

荒
田 

　
　

野
中　

誠
一

北
ノ
口 

　
　

渡
邉　

且
巳

家
野 

　
　

長
尾　

一
政

深
田 

　
　

安
東　

祥
元

清
太
郎 

　
　

椎
原　

正
次

望
月 

　
　

疋
田　

忠
公

野
村 

　
　

首
藤　

重
雄

田
井
ケ
迫　
　

阿
南　

浩

下
田 

　
　

穴
見　

光
良

神
崎 

　
　

齋
藤　

清
丈

◎
上
浦
地
区

板
知
屋 

　
　

宮
﨑　

時
生

大
泊 

　
　

野
上　

美
義

風
成 

　
　

平
川　

哲
雄

鳴
川 

　
　

髙
野　

房
夫

坪
江 

　
　

篠
田　

利
光

◎
深
江
地
区

深
江 

　
　

岡
田　

隆

柿
ノ
浦 

　
　

薬
師
寺　

和
宏

久
保
浦 

　
　

藥
師
寺　

忠
義

苙
場 

　
　

佐
々
木　

啓

破
磯 

　
　

藥
師
寺　

勉

清
水 

　
　

吉
水　

和
彦

泊
ケ
内 
　
　

吉
良　

久
満

◎
海
辺
地
区

芝
尾 

　
　

村
上　

學

芋
地 

　
　

鶴
田　

幸
一

大
橋 

　
　

綾
部　

洋

花
園 

　
　

伊
藤　

淳

平
岡 

　
　

和
田　

孝

諏
訪
山 

　
　

詫
間　

芳
春

昭
和 

　
　

岡
村　

健
二

鬼
塚 

　
　

井
上　

松
雄

硴
江 

　
　

後
藤　

賢
二

若
葉 

　
　

山
本　

寛

津
留 

　
　

日
髙　

一

大
浜 

　
　

山
本　

一

中
津
浦 

　
　

東　
　

敏
彦

◎
佐
志
生
地
区

藤
田 

　
　

吉
賀　

源
雄

目
明 

　
　

佐
々
木　

康
成

桑
原 

　
　

髙
橋　

金
次
郎

尾
本 

　
　

竹
永　

峰
男

◎
下
ノ
江
地
区

高
倉
・
芝
尾
崎　

兒
玉　

邦
守

岩
崎　
　
　
　

藤
田　

博

大
野 

　
　

寺
尾　

久
志

井
岡
・
丸
岡
・
門
田
・
栗
林　

髙
橋　

澄
男

平
尾
・
浜
田　
　

戸
上　

秀
次

中
尾
・
田
井
・
柏
・
平
畑　

渡
邉　

博
道

中
村 

　
　

大
塚　

孝
次

浦 

　
　

伊
東　

卓
格

黒
岩 

　
　

小
坂　

文
雄

大
間 

　
　

陶
山　

省
二

店 

　
　

伊
東　

元
志

◎
下
北
地
区

熊
崎
本
村　
　

神
田　

義
一

熊
崎 

　
　

片
岡　

美
徳

塩
入 

　
　

渡
邊　

和
人

緑 

　
　

中
尾　

晴
海

旭
ケ
丘 

　
　

首
藤　

康
樹

桑
尾 

　
　

上
野　

邦
彦

桑
尾
東 

　
　

瀧
田　

敏
幸

道
安 

　
　

菊
田　

徹

内
園 

　
　

齋
藤　

啓
一

　５月22日、臼杵市自治会連合会定期総会が臼杵市中央公民館で開催されました。
　総会では、長年にわたり、自治会と臼杵市の発展にご尽力された10名の永年勤続
退任自治会長（区長）の方々に、渡邉自治会連合会長から表彰状が、中野臼杵市長か
ら感謝状が贈られました。
　平成27年度の活動方針などの審議も行なわれ、原案どおり可決・承認されました。
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あ
け
ぼ
の　
　

廣
田　

克
己

明
星 

　
　

小
嶋　

次
彦

西
鍛
冶
屋　
　

安
藤　

春
光

東
鍛
冶
屋　
　

井
水　

峯
雄

竹
森 
　
　

城　
　

健
二

立
野 

　
　

原
山　

正
美

船
戸 

　
　

和
田　

民
雄

高
松　

 

　
　

大
城　

順
一

下
北
団
地　
　

木
許　

文
雄

友
田 

　
　

坂
本　

圭
助

三
重
野 

　
　

衛
藤　

光
清

北
ノ
川 

　
　

板
井　

和
義

田
ノ
口 

　
　

長
野　

忠
正

六
ケ
迫 

　
　

斉
藤　

祐
二

畑 

　
　

佐
藤　

幸
平

平
原 

　
　

中
西　

邦
男

阿
部
川
内　
　

中
野　

菜
穂
子

小
出 

　
　

三
重
野　

信
昭

藤
河
内
山
口　
　

三
重
野　

守
一

田
中 

　
　

足
立　

善
己

大
坪 

　
　

藤
澤　

康
広

徳
尾 

　
　

髙
橋　

浩
二 

◎
上
北
地
区

上
末
広
一　
　

佐
藤　

順
一
郎

上
末
広
二　
　

髙
橋　

清
重

下
末
広
一　
　

佐
藤　

武
光

下
末
広
二　
　

齋
藤　

勝
美

黒
丸 

　
　

佐
藤　

弘

松
原 

　
　

岡
田　

啓
司

上
通 

　
　

武
生　

修
一

下
通 

　
　

佐
藤　

友
俊

中
ノ
川 

　
　

赤
峰　

真
作

松
ケ
岳 

　
　

板
井　

剛

落
合 

　
　

原
尾　

國
義

◎
中
臼
杵
地
区

久
木
小
野　
　

渡
辺　

勝
美

王
座 

　
　

糸
永　

芳
美

川
野 

　
　

軸
丸　

徳
幸

川
原 

　
　

弓
削　

竹
彦

板
川
野 

　
　

島
村　

裕
樹

吉
小
野 

　
　

伊
藤　

辰
己

吉
小
野
久
保　

鶴
田　

幸
一

吉
小
野
井
ノ
上　

松
井　

昭
芳

井
上
鍛
冶　
　

斉
藤　

清
重

鍛
冶
ノ
前 　
　

赤
峰　

忠
男

岩
屋
川 

　
　

安
倍　

実

才
倉 

　
　

神
品　

則
美

半
三 

　
　

松
井　

日
出
夫

狭
岡 

　
　

荻
野　

建
一

広
原 

　
　

兒
玉　

前

正
願 

　
　

児
玉　

文
次
郎

提
内 

　
　

荻
野　

孝

小
切
畑 

　
　

小
長　

範
幸

大
工
川 

　
　

江
藤　

正
樹

◎
南
津
留
地
区

下
中
尾 

　
　

矢
野　

訓
史

払
川 
　
　

佐
藤　

秀
樹

株
ノ
木 
　
　

井
餘
田　

順
一

掻
懐 

　
　

藤
丸　

良
雄

竹
場 

　
　

小
野　

裕
二

左
津
留 

　
　

橋
迫　

勝

山
路 

　
　

河
野　

哲
次

越
崎 

　
　

白
根　

照
喜

高
須 

　
　

藤
沢　

輝
美

木
ケ
畑 

　
　

栃
原　

幸
廣

乙
見 

　
　

河
野　

光
明

東
神
野 

　
　

三
田
井　

寿
一

◎
野
津
地
区

野
津
市
１
区　

松
田　

寛
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問合せ先　財政企画課（内2122・臼杵庁舎）

　三浦按針終焉の地である長崎県平戸市で５月31日、本年第21回を迎える
按針忌が、平戸市の高台にある三浦按針の墓前で行われました。
　主催の地元民間団体やオランダ総領事をはじめとする来賓からの献辞や臼
杵市および民間団体など全出席者による墓前への献花や松浦家第41代当
主松浦氏による献茶などが行われました。
　また、オランダと交流事業を行ない、今年から新たに参加した地元高校生も、
来賓メッセージ代読の役目を担うなど、さまざまな団体の方が按針の功績を称え、
偲ぶとともに、次世代への継承もしっかりとされていると感じられました。
　来年4月に臼杵市が会場となる「第4回ANJINサミット」に併せて行う黒島で
の献花式典に向け、大いに参考となる式でありました。臼杵市でも平戸市同様
に、按針の功績を称え、偲ぶ素晴らしい式にしたいと考えています。

ウィリアム・アダムス―最後の航海【4】
　徳川家康は、アダムスたちリーフデ号乗員にとても強い興味と関心を抱いていたようです。それは当時日本にいたス
ペイン人、ポルトガル人が、敵対国の人々であるアダムスたちのことを家康に対して非常に悪く報告していたからでもあり
ました。
　家康という人物は物事を公平に聞きわけ、どちらが真実であるのかを見極めて行動する性格であったこともあり、スペ
イン人・ポルトガル人が悪く言いつのるイギリス人・オランダ人がどのような考え方を持ち、日本との交流に何を望んでい
るのかを確かめようと考えました。
　臼杵にリーフデ号が投錨した９日後、当時、家康が滞在していた大阪から、５隻の船が送られてきました。アダムスと
もう一人の乗員（ヤン・ヨーステンか？）が、そのうちの一隻の櫓漕ぎ船に乗せられ、大阪へと護送されたのです。残りの船
員たちはそのまま臼杵に留まりましたが、その後、アダムスたちに呼ばれて大阪へ向かったようです。
　アダムスが大阪に着いたのは、臼杵投錨から約１カ月が経った５月12日のことでした。
　家康は到着したばかりのアダムスを大阪城に呼び出し、直接尋問しました。アダムスについてはスペイン人・ポルトガ
ル人たちが「オランダ・イギリス人たちは日本に対して海賊行為を働くためにやってきた、悪意の人物である」と報告して
いたために、家康はとりあえずアダムスを「罪人」として扱い、彼に罪があれば彼を処刑しようという立場をとっていまし
た。しかし家康はアダムスに対して、自分や日本に利益をもたらすのならこれを利用してみたいという想いがあったようで
す。そのため家康は、通常では考えられないことですが、アダムスと直接向かい合って、じかに尋問することにしたのです。
家康はアダムスに、イギリスやオランダとは、どういう国なのか、スペイン・ポルトガルと、イギリス・オランダは交戦中と言う
が、その戦闘はどのようなものであったのか、そしてこの戦争をどう解決しようとしてきているか、ということをまず問いまし
た。アダムスが冷静に答えると、家康はさらに、イギリスがスペインの無敵艦隊を破った海戦（１５８８年のアルマダの海
戦）の様子をつぶさに聞きました。
アダムスはこうした家康の尋問を受けつつ、大阪城内の牢獄に閉じ込められていました。この間、スペイン・ポルトガル人
たちは家康にアダムスを死罪にするよう働きかけ、アダムス自身も牢獄のなかでこうしたうわさを聞き、自分が家康によっ
て死刑にされることを覚悟していたようです。
ところが大阪到着から41日後、アダムスは家康から意外な判決を聞いたのです。　　　　　　　　　　　（つづく）

特集

第21回按針忌（平戸市）が開催されました
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問合せ先　同和人権対策課　（内1611・臼杵庁舎）

問合せ先　コスモス病院地域医療福祉連携室　☎0972-62-5883

問合せ先　臼杵市社会福祉協議会　
臼杵事務所　☎０９７２-64-0123　　野津事務所　☎０９７４-32-７７５９

　超・少子高齢化社会の問題は、「いまだ人類が経験したことのない、日本の抱える大きな課題」と言わ

れています。人口減少の長期予測として、「町が消える」「学校が消える」「多死社会が訪れる」と新聞

やテレビで報道されていますが、私たちは日常生活の中では危機感も持たずに暮らしているのではな

いでしょうか。

この深刻な流れに歯止めをかけるべく、行政施策が次々と立てられていますが、医療や介護の分野では、

「地域包括ケアシステム」という政策がすすめられています。これは、市民の皆さんが、介護が必要に

なっても、住み慣れた地域でその人らしい自立した生活を送ることができるように、住まいを中心に医

療・介護・予防・生活支援サービスを提供できるシステムづくりです。

　臼杵市医師会は平成24年に、在宅医療介護連携事業（プロジェクトＺ）を受託し、臼杵市と協働でこの

システムづくりを開始しました。この４年間で、市民が医療と介護を安心して受けることができるよう、

多職種の専門職の連携やスキルアップに取り組んでいます。「うすき石仏ねっと」はＩＴを活用した医療

と介護の連携のひとつです。少ない若い世代に頼ることはできないこれからの社会において、私たち

は地域の人々と助け合って生きていく覚悟が必要です。

　このシリーズ『医療と介護をつなぐ』では、「自分らしい生き方を選択しましょう」をテーマに、「住み慣

れた場所で過ごしたいですか」「人生の終え方を考えてみませんか」を市民のみなさまに問いかけてい

きます。※今月号から、シリーズ「医療と介護をつなぐ」は在宅医療介護連携事業（プロジェクトZ)のメンバーでお伝えしていきます

シリーズ 『医療と介護をつなぐ』Ｎo.1

「人権・同和問題」「男女共同参画」の講師を無料で派遣します！

くらしと仕事の相談室が移転、開設しました

　「講師をお願いしたいけど、誰に頼めばよいか分からない…」という経験はありませんか？臼杵市では、グ

ループ・団体に講師を派遣しています。お気軽に同和人権対策課へお問合せください。

　６月１日より臼杵市洲崎のハローワーク２階に「くらしと仕事の相談室」として次の２つの機能を移転しま

した。

１.「就労準備支援事業」として、就労に向けた日常・社会的自立のための準備訓練を行います。

２ .「家計相談支援事業」として、家計再建に向けたきめ細かな相談・支援や資金貸付の斡旋などを行います。

　　 なお、総合相談窓口「自立相談支援事業」については、今までどおり臼杵市社会福祉協議会の「臼杵事務

所」と「野津事務所」で行っています。

※詳しくは、お問合せください

「市民公開講座」
テーマ　「自分らしい生き方を選択しましょう！

　　　　　あなたやあなたの家族がもしがんや認知症になったらどうしますか？」
　昔から臼杵に住んでいるとある高齢者世帯。84歳になった夫はがんになり、自分の寿命を悟って治療

を拒否します。そして、大分の病院から自宅に近い病院へ帰ってきます。そして、妻には認知症の初期症

状が出てきました。

　これから先、夫が家に帰るためにはどんなシステムが必要なのか？家族はどうやって解決していくの

か？皆さんの住むこの臼杵で今できることについてご紹介します。

と　き　８月２日㈰　10:00～12:00　ところ　臼杵市中央公民館　大ホール

参加費　無料　どなたでもご参加頂けます。是非、皆さん奮ってご参加ください。
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　１年間を基本に、ピーマンの生産技術や経営などの実践
的な研修により、独立・自営ができる「農業経営者」を育成
します。 
募集人数　３組程度
研修期間　平成28年１月～１２月
応募資格　①研修終了後、臼杵市に定住し、就農すること
　　　　　②おおむね50歳以下であること
　　　　　 （夫婦、親子など２名以上で就農することが望

ましい） 
　　　　　③ ２年程度の生活資金を有し、経営開始に必要

な資金を調達できること
　　　　　④普通免許を所持していること
　　　　　⑤性別、農業経験の有無は問いません
　　　　　⑥ 申込後、市内の農家での短期研修を受講で

きること
応募方法　 農林振興課に備え付けの申込用紙（臼杵市

ホームページでもダウンロードできます）に必
要事項を記入し、農林振興課へ

募集期間　８月31日㈪まで

募集期間　７月１日㈬～９日㈭ 18:00まで
　　　　　（土日祝日は除く）   
注意事項　
・ 応募者多数の場合は、抽せん（抽せん日：７月15日㈬）
・ 入居には連帯保証人（原則として県内在住者）２名が必要
です。
・ 一般の公営住宅の申込は、世帯の月額所得基準（各種控
除後）が15万８千円以下の基準に該当する方が対象。
・ 詳しい入居資格などは、下記にお問合せいただくか、大分
県住宅供給公社のホームページでもご確認いただけま
す。http://www.oita-jkk.jp/

　ジェネリック医薬品とは、先発医薬品の特許が切れた後

に発売される、先発医薬品と同等の効能をもつ医薬品のこ

とです。価格は品目ごとにさまざまですが、先発医薬品の

半額以下の薬もあります。

　希望される方は、ジェネリック医薬品希望カードを医療

機関の窓口で提示し、ジェネリック医薬品希望の意思表示

をしてください。このカードは市役所の窓口（臼杵庁舎14

番窓口・野津庁舎４番窓口）に備え付けています。

　県内参加市町（日田市・豊後高田市・姫島村を除く）どこ

の窓口でも下記の証明書の交付が受けられます。

　利用できる方は、参加市町に住民登録のある方に限ら

れます。

交付が受けられる証明書（受付時間　8：30～17：00）

※委任状による請求はできません

※ 臼杵庁舎のみ取り扱っています（野津庁舎での取り扱

いはありません）

※詳しくはお問合せください

臼杵市アグリ起業学校の研修生（第２期）募集

ジェネリック医薬品をご存知ですか

7月公営住宅入居募集

おおいた広域窓口サービスをご利用ください

問合せ先　農林振興課（内173・野津庁舎）

問合せ先　保険健康課（内1145・臼杵庁舎）

問合せ先　臼杵市営住宅管理センター
（大分県住宅供給公社）　☎0972-64-0633

問合せ先　市民課（内1193・臼杵庁舎）

住宅名 募集
戸数 建設年度 階数・間取 単身者 エレベ

ーター

［市営］ 
荒田住宅 3戸 平成14年度

2階・3LDK

× ○3階・3LDK

4階・3LDK

［市営］
篠迫住宅 1戸 平成25年度 2階・3LDK × ×

証明書の書類 利用できる人 手数料

住民票の写し
（除票は除く）

本人と同一世帯の人 300円

戸籍謄本・抄本
（除籍は除く）

本人と同一戸籍の人

450円

戸籍の附票
（除・附票は除く）

300円

身分証明書 本人のみ 300円

印鑑登録証明書 本人のみ（印鑑登録証が必要） 300円
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　自治会とは、住民同士が助け合い身近な生活環境を良く

するために、地域住民の皆さんによって自主的に作られた

組織です。自治会活動の恩恵は普段の暮らしの中では気づ

きにくいものですが、皆さんの生活を支えるために大きな

役割を担っています。

　自治会に加入し、一人ひとりの「ちから」で地域を守りま

しょう。

○自治会の役割
１． 地域活動の推進、伝承…「高齢者見守り活動・軽スポー

ツ活動・子ども育成活動・お祭り」などを通じて、住民同

士の交流を深め、地域コミュニティの活性化を行うとと

もに、地域に伝わる「伝統・文化・自然」などを保護、伝承

し魅力あるまちをつくります。

２． 生活環境の整備…地震、津波に対する自主防災や地域

の防犯体制の整備、またごみ収集所の管理や道路清掃

など住民の皆さんが安全・安心に暮らせる取組を行い

ます。

※ 広報紙の配布など…臼杵市は「自治会長」を「区長」に指

定し、市が行う広報紙の配布や各種調査の集約をしてい

ただいています

　臼杵市には生活する住所として「行政区（自治区）」表示

と土地の所在を特定する「大字地番」表示の２通りありま

す。

○「行政区」…行政運営上の地区分類のこと
　 自治会長を通じた市報の配布や小・中学校の通学区、選

挙の投票区などで活用

　＜例＞ 洲崎○組・野津市○区・三重野木ノ下班など、各

自治会で定めた臼杵市内の通称です。さらに、各

地域を「区」で分け、1組・2組…といったように

分けられているところもあります。

○「大字表示」…住民基本台帳上の住所
　＜例＞臼杵市大字臼杵72番地の1

※ 郵便、宅急便の住所や各種手続き、契約をする場合は

「大字○○番地」で記入することをお勧めします

※ 詳しい住所表示に関する内容は臼杵市公式ホームペー

ジ内「引っ越しについてよくある質問」に掲載していま

す

自治会に加入しましょう 行政区と大字地番の違い

問合せ先　市長室（内2112・臼杵庁舎）
問合せ先　市長室（内2112・臼杵庁舎）
　　　　　市民課（内1194・臼杵庁舎）

新臼杵市施行10周年記念
地域消費喚起プレミアム商品券

販売日 　 ７月１日㈬～売切れ次第終了
　　　　　（土・日・祝日を除く）

販売場所　野津町商工会
販売時間　８：30～17：15
内　容　　1セット5，000円　12枚綴り　
　　　　　 （※12枚中　共通券7枚　限定券5枚　　　　

共通券…取扱店全店で利用可能

　　　　　限定券･･･JAグリーンのつで利用不可）

販売限度　1人20セット(10万円)
有効期限　７月１日㈬～12月31日㈭
取扱店　　 店頭にポスター、ステッカーが貼ってある　

店舗

※詳しくは、お問合せください

野津地域 ７月１日から販売開始

問合せ先　　野津町商工会　☎0974-32-2389

　７月１日以降の受診分から子どもにかかる医療費を助

成する「子ども医療費助成制度」の、小中学生の通院医療

費（保険診療分）について、助成対象とします。助成の対象

となるお子さんには、『受給資格者証』を６月末に郵送し

ますので、ご確認をお願いします。

通院の助成対象年齢を拡大します

問合せ先　保険健康課（内1141・臼杵庁舎）

平成27年７月1日以降

対象となる医療費 小中学生の通院

一部自己負担金 500円／日

１医療機関ごと４回まで
（５回目からは自己負担金なし）
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　平成27年度から平成28年度の２カ年限定でこれまで
の助成額に加えて最大14万円を上乗せしています。
対象人槽・補助金額（上乗せ分を含む）
・５人槽　532,000円　・７人槽　614,000円　
・10人槽　748,000円
※ 市の予算の範囲内で補助金を交付し、申込多数時は抽
選を行います
補助対象　下水道事業等認可区域以外の住宅（販売や賃
貸を目的とした住宅は対象外）で、単独処理浄化槽および
汲み取り便槽からの設置換
※新築に伴う合併処理浄化槽の設置は対象外です
その他
・工事着手前に申請してください。
・ 設置後は、定期的な保守点検・清掃・法定検査（有料）が必
要となります。
・ 工事費が補助金額に満たない場合は、工事費用分までを
上限とします。
申込期間　上下水道管理課に備え付けの申込書（臼杵市
ホームページからダウンロードも可）に必要事項を記入
し、直接、７月１日㈬～31日㈮までの間に上下水道管理課
へお申込みください。

　重度心身障害者医療費受給者証の有効期限は、６月30
日㈫です。重度医療費の支払いができないことがあります
ので、早急に更新手続きをお願いします。
○更新の手続きに必要なもの
　・重度心身障害者医療費受給者証（緑色の受給者証）
　・健康保険証・障害者手帳（身体・療育・精神）・印鑑
　・ 振込先金融機関の口座の通帳（※振込み口座を変更す
る方のみ）　　

○受付期間　　７月１日㈬～７月31日㈮
○受付場所　　福祉課（臼杵庁舎７番窓口）
　　　　　　　市民生活推進課（野津庁舎４番窓口）
○その他　各医療保険に加入していて重度心身障害者受
給者証を取得していない方のうち下記①～④のいずれか
に該当する方は、受給資格がある可能性がありますので、
申請をしてください。
①身体障害者手帳１級または２級の所持者　　
②療育手帳Ａ１・Ａ２の所持者
③精神障害者保健福祉手帳１級の所持者
④身体障害者手帳３級、療育手帳Ｂ１両方の所持者
　ただし、所得制限があります。詳しくは窓口でお問合せく
ださい。

農地パトロール強化月間
および農地利用状況調査の実施

　農業委員会では、食料の生産基盤である優良農地の確

保と有効利用に向けた耕作放棄地の発生防止・解消対策

や違反転用の発生防止、不法投棄防止などのため、農地パ

トロールを実施しています。

　農業委員の現地調査により、耕作されない遊休農地など

が見受けられる場合は、農地の有効活用の観点から農地

利用意向調査を行います。また、違反転用がある場合は指

導・勧告もあわせて行います。

※ 農業委員会の新たな役割りとして、農地利用状況調査

が追加され、臼杵市においては、７月７日㈫に農地パト

ロール出発式を行い、３カ月間にわたり農地の全筆調査

を実施します。農業委員が皆さんの地区をまわりますの

でご協力をお願いします

※ 優良農地を耕作できない場合は、農業委員会で借り手な

どのあっせんを受ける相談を受け付けています

　臼杵市では「第６期介護保険事業計画」（平成27年度～

29年度）に基づき、地域密着型サービスを行う事業者を

公募します。 

○公募を行う地域密着型サービスの種類
　①定期巡回・随時対応型訪問介護看護

　②小規模多機能型居宅介護（介護予防を含む）　

　③地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護

○公募期間
　７月１日㈬～８月20日㈭

○提出場所　 高齢者支援課介護保険グループ（16番窓
口）※事前に予約をし、提出してください

　詳細については、臼杵市ホームページの新着情報から

「地域密着型サービス事業者の公募について」をご確認く

ださい。

浄化槽設置費用を助成します（２次募集）

農業委員会からのお知らせ

重度心身障害者医療費受給者証の更新

臼杵市地域密着型サービス事業者の公募

問合せ先　上下水道管理課　☎0972-64-0312

問合せ先　　農業委員会事務局（内223・野津庁舎）

問合せ先　福祉課（内1179・臼杵庁舎）

問合せ先 高齢者支援課（内1156・臼杵庁舎）
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問合せ先　市民生活推進課（内212・野津庁舎）

吉四六さん村の農泊日記
　５月はこれまでで一番多く外国の個人のお客様が吉四六さん村を訪れてくれた月でした。臼杵の町中でぶ

らぶら歩いている外国の方を見かけた方も多かったのでは？

　そんな感じで農村が賑わっている中のとある1日。たまたま同じ日に吉四六さん村に訪れていたオラン

ダからのご夫婦と、シンガポールからのカップル。２組とも体験などの予定はなく、農泊家庭で交流するだけ

の予定だったのですが…なんとその日、２組が農泊していたエリアで２年に１度（！？）の神楽が行われていた

のです。

　もちろん各農泊家庭は外国の方を連れてその神楽の場を訪れました。地元の小さな神楽だったので、地域

の人もまさか外国の方が来るとは思っておらず、ちょっとびっくりした様子。２組の農泊客も偶然の出来事

でとても嬉しい様子。通常の観光では絶対に遭遇することの無い現場ですからね。

　地方の地域の小さな出来事に出会える旅。そんな旅を農泊では味わうことができるのです。

思いがけない旅の１ページ

Vol.21 

材料 4人分 作り方
ごぼう ……………………………………… 100g
片栗粉………………………………………… 適量
揚げ油………………………………………… 適量
刻みピーナッツ（なければ、普通のピーナツを刻む）
…………………………………………… 大さじ1
かえりいりこ ………………………………… 12ｇ
濃口しょう油 ……………………… 小さじ1
みりん …………………………… 小さじ1/2
砂糖 ………………………………… 小さじ1
水 ………………………………………… 少々

　「揚げたごぼう」「刻みピーナツ」「かえりいりこ」を、Aに

からめて仕上げます。    

① ごぼうは、大きめのささがき切りにし、水にさらしてアク

をぬいておく。    

②①のごぼうに片栗粉をまぶして、１７０℃の油で揚げる。 

③かえりいりこを、フライパンでから煎りする。  

④Aの調味料を混ぜ合わせておく。

⑤ 鍋にピーナッツ・②・③・④をすべて混ぜ合わせて軽く火

にかけてできあがり。 

揚げごぼうのカミカミ

★管理栄養士のおすすめポイント
　給食ではカミカミメニューとして出しています。ごぼう、ピーナッツ、いりこといろんな食感が楽しめる１品です。よく噛むこ
とは、丈夫な歯を作り、食べ過ぎ予防や、脳の発達などにつながります。子どもさんのおやつやビールのおつまみにも合いま
す。 

問合せ先　野津学校給食センター　☎0974-32-2253

＊ 材料、分量、作り方は、実際の学校給食レシピをもとに、家庭
用にアレンジしています

A
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　くらしの情報館への掲載依頼
は、市長室（内2115・臼杵庁舎）
までご連絡ください。
　４月号の締切　　３月３日㈪
　５月号の締切　　４月３日㈭

　くらしの情報館への掲載依頼
は、市長室（内2115・臼杵庁舎）ま
でご連絡ください。
８月号の締切　７月１日㈬
９月号の締切　８月３日㈪
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会

と　

き　

７
月
16
日
㈭10

時
〜
14
時
30
分

・
月
例
行
政
相
談

と
こ
ろ　

臼
杵
庁
舎
１
０
１
会
議
室

・
登
記
相
談（
要
予
約
）

と
こ
ろ　

臼
杵
庁
舎
１
０
２
会
議
室

・
人
権
相
談

と
こ
ろ　

臼
杵
庁
舎
３
０
２
会
議
室

○
野
津
地
域
月
例
行
政
・
人
権
相
談

と　

き　

７
月
17
日
㈮
９
時
〜
15
時

と
こ
ろ　

野
津
中
央
公
民
館農

事
研
修
室

○
大
分
県
司
法
書
士
会
法
律
相
談

と　

き　

７
月
13
日
㈪
13
時
〜
16
時

（
30
分
程
度
）※
要
予
約

と
こ
ろ　

臼
杵
庁
舎
１
０
１
会
議
室

○
大
分
県
行
政
書
士
会
相
談

　

遺
言
、相
続
に
関
す
る
書
類
の
作
成
、

農
地
転
用
、官
公
署
へ
の
許
認
可
申
請
、

生
活
の
中
で
の
困
り
ご
と
な
ど

と　

き　

７
月
６
日
㈪
13
時
〜
15
時

と
こ
ろ　

臼
杵
庁
舎
１
０
１
会
議
室

問 

大
分
県
行
政
書
士
会
事
務
局

☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
７
０
８
９

○
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
相
談
窓
口

　

悪
質
商
法
、ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
、多
重

債
務
な
ど
の
お
悩
み
は
消
費
生
活
相
談

員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。相
談
無
料
、秘

密
厳
守

相
談
電
話
☎
０
９
７
２
‐
63
‐
８
９
５
３

家
族
の
こ
と
で
心
配
な
こ
と
や
、治
療

中
の
方
、治
療
中
で
な
い
方
も
含
め
て
、

経
験
豊
富
な
ス
タ
ッ
フ
が
ご
相
談
に
応

じ
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と　

き　

７
月
18
日
㈯
10
時
〜
12
時

と
こ
ろ　

臼
津
あ
け
ぼ
の
会（
津
久
見

市
地
蔵
町　

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
ジ
ョ
イ
ン
ト
リ
ー
内
）

問 

臼
津
あ
け
ぼ
の
会　

神
田

☎
０
９
７
２
‐
82
‐
８
４
４
２ 

予
約
不
要

土
地
家
屋
調
査
士
の
日

土
地
境
界
・
登
記
無
料
相
談
会

と　

き　

７
月
31
日
㈮
10
時
〜
15
時

と
こ
ろ　

臼
杵
庁
舎
１
０
１
会
議
室

内　

容　

土
地
境
界
に
関
す
る
問
題
、

登
記
・
調
査
測
量
に
つ
い
て

相
談
員　

大
分
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

臼
杵
支
部
会
員

問 

大
分
県
土
地
家
屋
調
査
士
臼
杵
支
部

☎
０
９
７
２
‐
63
‐
１
４
１
１

お
お
い
た
夏
の
事
故
ゼ
ロ
運
動

お
こ
さ
ず 

あ
わ
ず 

事
故
ゼ
ロ

と　

き　

７
月
15
日
㈬
〜
24
日
㈮

運
動
の
基
本　

高
齢
者
と
子
ど
も
の
交

通
事
故
防
止

運
動
の
重
点　

追
突
事
故
の
防
止
〜
３

秒
の
車
間
距
離
〜
、ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン

の
徹
底（
速
度
規
制
）、二
輪
車
と
自
転

車
の
安
全
利
用
の
推
進
、全
て
の
座
席

の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

お
知
ら
せ
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度
な
ど
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

問 

佐
伯
年
金
事
務
所

☎
０
９
７
２
‐
22
‐
１
９
７
０

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
回
収

対　

象　

臼
杵
地
域

と　

き　

７
月
23
日
㈭

８
時
30
分
〜
12
時　

雨
天
７
月
24
日
㈮

と
こ
ろ　

Ｊ
Ａ
お
お
い
た
臼
杵
事
業
部

（
旧
生
活
棟
前
）

回
収
品　

農
業
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
、農

業
用
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
、農
薬
用
ポ
リ
容
器

（
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
と
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
は

区
別
し
て
梱
包
、ポ
リ
容
器
は
中
を
洗

浄
）

問 

Ｊ
Ａ
お
お
い
た
臼
杵
事
業
部
営
農
課

☎
０
９
７
２
‐
63
‐
１
１
４
７

１
２
０
万
人
夏
の
夜
の
大
作
戦 

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

　

７
月
７
日
㈫（
七
夕
、ク
ー
ル
ア
ー
ス

デ
ー
）の
午
後
８
時
〜
午
後
10
時
ま
で

の
２
時
間
、県
内
一
斉
参
加
の
取
組
を
行

い
ま
す
。

問 

大
分
県
地
球
環
境
対
策
課

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
３
０
２
４

飼
犬
が
死
亡
し
た
場
合
に
は
、 

犬
の
死
亡
届
の
手
続
き
が
必
要
で
す

問 

環
境
課（
内
１
１
３
３
・
臼
杵
庁
舎
）

　
　
市
民
生
活
推
進
課

（
内
１
３
３
・
野
津
庁
舎
）

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

　

銃
砲
刀
剣
類
証
明
証
が
つ
い
て
い
な
い

古
式
銃
砲
や
刀
剣
類
を
お
持
ち
の
方
は
、

必
ず
登
録
審
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問 

市
民
課（
内
１
１
６
２
・
臼
杵
庁
舎
）

７
月
は
愛
の
献
血
助
け
合
い 

運
動
月
間
で
す

　

献
血
で
た
く
さ
ん
の
命
が
救
わ
れ
ま

す
。
定
期
的
な
献
血
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

と　

き　

７
月
29
日
㈬９

時
30
分
〜
16
時

と
こ
ろ　

臼
杵
庁
舎
１
０
１･

１
０
２

会
議
室

問 
保
険
健
康
課（
内
１
１
４
２
・
臼
杵
庁
舎
）

準
防
火
地
域
の
変
更
案
の
縦
覧

内　

容　

臼
杵
市
準
防
火
地
域
の
廃
止

縦
覧
期
間　

７
月
７
日
㈫
〜
21
日
㈫

縦
覧
・
閲
覧
場
所　

都
市
デ
ザ
イ
ン
課
、

臼
杵
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問 

都
市
デ
ザ
イ
ン
課

（
内
１
３
２
５
・
臼
杵
庁
舎
）

文
化
財
の
防
犯
対
策
強
化
を

　

最
近
、文
化
財
の
汚
損
被
害
が
相
次

い
で
い
ま
す
の
で
、所
有
者
・
管
理
者
の

方
は
防
犯
対
策
の
強
化
を
お
願
い
し
ま

す
。
文
化
財
の
汚
損
被
害
に
あ
っ
た
際

に
は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

文
化
・
文
化
財
課

（
内
３
１
２
２
・
臼
杵
庁
舎
）

平
成
27
年
度
は
市
税
な
ど
の 

徴
収
・
滞
納
処
分
を
強
化
し
ま
す

　

大
分
県
税
事
務
所
特
別
滞
納
管
理
室

か
ら
徴
収
職
員
が
派
遣
さ
れ
、次
の
様

な
取
組
を
実
施
し
ま
す
。

① 

自
主
財
源
の
確
保
お
よ
び
納
税
者

間
の
負
担
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た

め
、特
別
滞
納
整
理
室
の
指
導
・
助
言

を
仰
ぎ
、悪
質
滞
納
者
の
滞
納
処
分
を

強
化
し
ま
す
。

② 

滞
納
処
分
と
は
、国
税
徴
収
法
な
ど
に

基
づ
き
財
産
の
差
押
え
な
ど
を
行
う

事
で
す
。
差
押
え
に
係
る
捜
索（
家
宅
）

や
差
押
え
財
産
の
売
却
に
つ
い
て
は
、

裁
判
所
の
許
可
無
く
市
の
判
断
で
行

う
こ
と
が
出
来
ま
す
。

③ 

差
押
え
る
財
産
に
は
、不
動
産
、給
料
、

預
貯
金
、動
産
、賃
借
料
、売
掛
金
、生

命
保
険
金
、自
動
車
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。

④ 

悪
質
滞
納
者
と
は
、市
税
な
ど
を
納
付

す
る
能
力（
預
貯
金
や
財
産
な
ど
）を

有
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
納
付
し

な
い
滞
納
者
、ま
た
は
納
付
意
思
や
納

税
に
誠
意
の
な
い
滞
納
者
の
事
で
す
。

⑤ 

徴
税
吏
員
に
任
命
さ
れ
た
職
員
が
行

う
差
押
え
や
捜
索
、そ
れ
に
関
連
す
る

質
問
や
調
査
を
妨
害
し
た
場
合
は
、法

律
に
よ
り
処
罰
さ
れ
ま
す
。 

問 
税
務
課（
内
１
１
１
１
・
臼
杵
庁
舎
）

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請

　

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
付
す
る
こ

と
が
困
難
な
場
合
に
は
、申
請
に
よ
り
保

険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予
と
な
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。
保
険
料
を
納
め
忘
れ
た

状
態
で
、障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の

事
態
が
発
生
す
る
と
、障
害
基
礎
年
金
・

遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
平
成
27
年
７
月
分
か
ら

平
成
28
年
６
月
分
の
納
付
免
除
・
猶
予
申

請
は
、平
成
27
年
７
月
１
日
よ
り
受
付
開

始
で
す
。
納
付
が
困
難
な
時
は
、免
除
制

と　

き　

７
月
８
日
㈬
13
時
〜
17
時

と
こ
ろ　

大
分
県
総
合
庁
舎
別
館
８
階
84

会
議
室

持
参
品　

現
物
と
発
見
届
出
済
証
・
登
録

手
数
料(

１
件
６
，３
０
０
円)

※
詳
し
く
は
、お
問
合
せ
く
だ
さ
い

問 

大
分
県
教
育
庁
文
化
課　

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
４
９
３

個
人
で
事
業
を
行
っ
て
い
る
方
の

記
帳
・
帳
簿
な
ど
の
保
存

　

個
人
の
白
色
申
告
の
方
で
、事
業
や
不

動
産
貸
付
な
ど
を
行
う
全
て
の
方（
所
得

税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
申
告
が
必

要
で
な
い
方
も
、記
帳
・
帳
簿
な
ど
の
保
存

制
度
の
対
象
と
な
り
ま
す
）は
、記
帳
と
帳

簿
書
類
の
保
存
が
必
要
で
す
。
記
載
に
当

た
っ
て
は
、一
つ
ひ
と
つ
の
取
引
ご
と
で
は

な
く
、日
々
の
合
計
金
額
を
ま
と
め
て
記

載
す
る
な
ど
、簡
易
な
方
法
で
記
載
し
て

も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（w
w
w
.nta.go.jp

ま
た
は
国
税
庁　

検
索
）の「
個
人
で
事
業
を
行
っ
て
い
る
方

の
記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
に
つ
い
て
」を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、税
務
署
が
実
施
す
る

「
記
帳
説
明
会
」な
ど
に
つ
い
て
は
、最
寄

り
の
税
務
署
の
所
得
税
担
当
ま
で
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

問 

臼
杵
税
務
署☎

０
９
７
２
‐
63
‐
８
５
２
２

※
自
動
音
声
案
内

風
力
発
電
事
業
の
環
境
影
響
評
価

方
法
書
の
縦
覧
・
住
民
説
明
会

対
象
事
業
の
名
称　
（
仮
称
）大
分
ウ
ィ
ン

ド
フ
ァ
ー
ム
事
業（
風
力
発
電
所
設
置
事
業
） 

臼杵市役所
臼杵庁舎　0972-63-1111
野津庁舎　0974-32-2220
※ 執務時間内に野津庁舎におかけいただいた電話は、
市内通話料金で関係課につながります。

問 総務課（内2139・臼杵庁舎）　
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うすきあるきＭＡＰ⑥
古地図であるく臼杵のまち
と　き　７月４日㈯10:00スタート（約２時間程度：要予約）
ところ　臼杵市観光交流プラザ　スタート/ゴール
参加料　500円（臼杵市歴史資料館入館料を含む）
問 臼杵市観光交流プラザ　☎0972-63-1715

規　

模　

発
電
設
備
出
力 

最
大
４
万
５
千

キ
ロ
ワ
ッ
ト 

風
力
発
電
機
の
台
数 

最
大

15
基 

実
施
区
域　

大
分
市
お
よ
び
臼
杵
市
に
ま

た
が
る
行
政
界
付
近
の
尾
根
部 

縦
覧
期
間　

７
月
３
日
㈮
〜
８
月
３
日
㈪
８

時
30
分
〜
17
時
15
分（
土
日
祝
日
を
除
く
）

縦
覧
場
所　

臼
杵
庁
舎
１
階
環
境
課 

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。h

ttp
://w
w
w
.eco

-p
o
w
er.co.jp

/
assess/oita1

.htm
l 

住
民
説
明
会

と　

き　

７
月
17
日
㈮
17
時
〜
19
時

と
こ
ろ　

臼
杵
市
中
央
公
民
館 

問 

エ
コ
・
パ
ワ
ー
㈱ 
事
業
開
発
部

☎
03
‐
５
４
８
７
‐
８
５
６
０

７
月
は
青
少
年
の
非
行
・ 

被
害
防
止
全
国
強
調
月
間
で
す

　

青
少
年
が
犯
罪
者
に
な
ら
な
い
、被
害

や
ト
ラ
ブ
ル
に
合
わ
な
い
よ
う 

地
域
が
一

体
と
な
っ
て
対
応
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問 

大
分
県
生
活
環
境
部
私
学
振
興
・
青

少
年
課　

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
３
０
７
６

臼
杵
市
民
水
泳
大
会
参
加
者
募
集

と　

き　

８
月
９
日
㈰
10
時
〜

と
こ
ろ　

臼
杵
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

対
象
者　

臼
杵
市
民
、臼
杵
市
内
へ
通
勤
・

通
学
な
ど
を
し
て
い
る
方

種　

目　

１
人
２
種
目
以
内 

（
ビ
ー
ト
板

は
25
ｍ
の
み
、自
由
形
、背
泳
ぎ
、平
泳
ぎ
、

バ
タ
フ
ラ
イ
各
25
ｍ
、50
ｍ
、１
０
０
ｍ
）

問 

臼
杵
市
水
泳
協
会　

工
藤　

☎
０
８
０
‐
３
４
５
４
‐
７
７
４
０

自
衛
官
募
集

種　

目　

航
空
学
生
・
一
般
曹
候
補
生
・
自

衛
官
候
補
生

募
集
期
間　

・
航
空
学
生
・
一
般
曹
候
補

生
・
自
衛
官
候
補
生　

女
子
８
月
１
日
㈯

〜
９
月
８
日
㈫

・
自
衛
官
候
補
生　

男
子　

年
間
を
通
じ

て
行
っ
て
い
ま
す　

第
１
次
試
験
期
日　

・
自
衛
官
候
補
生
、一

般
曹
候
補
生　

９
月
19
日
㈯

・
航
空
学
生　

９
月
23
日
㈬

資　

格　

・
航
空
学
生　

高
卒（
見
込
み
を

含
む
）21
歳
未
満
の
方

・
一
般
曹
候
補
生
、自
衛
官
候
補
生　

18
歳

〜
27
歳
未
満
の
方

※
詳
し
く
は
、お
問
合
せ
く
だ
さ
い

問 

防
衛
省
大
分
地
方
協
力
本
部
大
分
募

集
案
内
所 

☎
０
９
７
‐
５
４
６
‐
２
１
７
７

消
防
設
備
士
試
験

と　

き　

８
月
30
日
㈰
10
時
〜

と
こ
ろ　

大
分
大
学

試
験
種
類　

全
類

願
書
配
布　

６
月
４
日
㈭
か
ら
大
分
県
消

防
保
安
室
、県
下
各
消
防
本
部
、（
一
財
）消

防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
大
分
県
支
部　

申
込
期
間　

６
月
29
日
㈪
〜
７
月
11
日
㈯

電
子
申
請　

７
月
２
日
㈭
〜
14
日
㈫
書
面

申
請

問 

（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
大

分
県
支
部

☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
０
４
２
７

赤
十
字
救
急
法
な
ど
の
講
習
会

と
こ
ろ　

日
本
赤
十
字
大
分
県
支
部

問 

日
本
赤
十
字
大
分
県
支
部

☎
０
９
７
‐
５
３
４
‐
２
２
３
６

た
け
の
こ
生
産
竹
林
楽
校

と　

き　

９
月
下
旬　

他
３
回

と
こ
ろ　

日
出
町
、福
岡
県
八
女
市

募
集
期
間　

７
月
31
㈮
ま
で

対　

象　

今
後
タ
ケ
ノ
コ
生
産
を
行
う
方

　

50
名

※
詳
し
く
は
、お
問
合
せ
く
だ
さ
い

問 

大
分
県
中
部
振
興
局
林
業
・
木
材
・
椎

茸
班
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
７
４
６

原
木
し
い
た
け
栽
培
新
規
参
入
者

基
礎
研
修

・
栽
培
基
礎
研
修

と　

き　

９
月
〜
３
月
に
計
４
回

と
こ
ろ　

農
林
水
産
指
導
研
究
セ
ン
タ
ー

林
業
研
究
部（
三
重
町
）

対　

象　

椎
茸
生
産
を
新
規
に
始
め
る
方

　

40
名

・
生
産
現
地
通
型
研
修

対　

象　

椎
茸
栽
培
経
験
が
あ
り
、今
後

本
格
的
に
生
産
を
行
っ
て
い
く
計
画
の
あ

る
方　

７
名

募
集
期
間　

７
月
31
日
㈮
ま
で

※
詳
し
く
は
、お
問
合
せ
く
だ
さ
い

問 

大
分
県
農
林
水
産
部
林
産
振
興
室

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
３
８
３
６

狩
猟
免
許
試
験

と　

き　

銃
猟(

１
種
・
２
種)　

８
月
８

日
㈯
網
・
わ
な
猟　

８
月
９
日
㈰

と
こ
ろ　

県
庁
２
階
正
庁
ホ
ー
ル

申
込
期
間　

７
月
16
日
㈭
〜
29
日
㈬

提
出
先　

中
部
振
興
局
森
林
管
理
班

※
詳
し
く
は
、お
問
合
せ
く
だ
さ
い

問 

大
分
県
中
部
振
興
局
森
林
管
理
班

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
７
４
９

ギ
ャ
ン
ブ
ル
関
連
問
題
家
族
学
習
会

と　

き　

７
月
24
日
㈮
・
８
月
21
日
㈮

13
時
30
分
〜
16
時（
全
２
回
）

募　

集

コース 日　時 対　象 教材費

①赤十字水上安全法短期講習会 ７/14㈫
13:30～15:30 一般 200円

②赤十字救急法基礎講習会 ８/４㈫・９/11㈯
９:00～15:00 一般 1,500円

③赤十字救急法救急員養成講習会 ８/５㈬・６㈭、９/12㈯・13㈰
９:00～17：30

赤十字救急法
基礎講習修了者 1,700円

④高齢者の健康・安全サポート講習会 ９/８㈫・９㈬
９:30～17：00 一般 900円

⑤乳幼児の応急・救急手当講習会
９/14㈪

10：00～12：00
一般

無料 託児あり
（保険料100円）

講
習
会
・
試
験
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各
教
室
で
留
学
生
が
自
己
紹
介
や
母

国
の
紹
介
な
ど
を
行
っ
た
後
、全
校
生

徒
と
保
護
者
、留
学
生
が
各
班
に
分
か

れ
て
個
性
豊
か
な「
か
か
し
」を
作
り

ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
初
め
は
緊
張
し
た

様
子
で
し
た
が
徐
々
に
打
ち
解
け
、異

文
化
へ
の
興
味
や
好
奇
心
を
持
ち
、視

野
を
広
げ
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
よ

う
で
す
。
留
学
生
は
子
ど
も
た
ち
の

素
直
さ
や
元
気
の
良
さ
に
感
心
し
、楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

両
地
区
で
は
今
後
も
地
域
の
お
祭

り
や
稲
刈
り
に
留
学
生
を
招
い
た
り
、

小
学
生
の
Ａ
Ｐ
Ｕ
訪
問
な
ど
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
も
ぜ

ひ
留
学
生
と
触
れ
合
っ
て
国
際
交
流

し
て
く
だ
さ
い
ね
。

深
江
の
七
夕
音
楽
祭
の

お
知
ら
せ
♪

　

７
月
11
日
㈯
18
時
よ
り
深
江
地
区

漁
民
広
場
に
て
、七
夕
音
楽
祭
を
開
催

し
ま
す
。
夏
祭
り
の
な
い
深
江
地
区

を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
行
わ
れ
る
こ

の
企
画
。
生
の
音
楽
に
触
れ
た
り
、昔

な
が
ら
の
縁
日
や
遊
び
を
体
験
し
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

協
働
ま
ち
づ
く
り
推
進
局

（
内
２
３
０
２
・
臼
杵
庁
舎
）

Ａ
Ｐ
Ｕ
の
留
学
生
と

交
流
し
ま
し
た

　

６
月
６
日
㈯
に
寺
子
屋
ん
会（
南
野

津
地
域
振
興
協
議
会
）が
南
野
津
小
学

校
で
、翌
７
日
㈰
に
上
北
地
区
地
域
振

興
協
議
会
が
上
北
小
学
校
で
、Ａ
Ｐ
Ｕ

（
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
）留
学

生
と
の
交
流
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

南
野
津
小
で
は
土
曜
ふ
れ
あ
い
学

校
に
参
加
し
、全
校
生
徒
で
の
お
迎

え
、学
校
紹
介
、留
学
生
の
自
己
紹
介

の
後「
き
ら
き
ら
星
」を
英
語
、中
国

語
、日
本
語
で
歌
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

５
・
６
年
生
は
ゲ
ー
ム
を
交
え
な
が
ら

楽
し
く
英
語
を
学
び
ま
し
た
。

　

上
北
小
で
は
日
曜
参
観
に
参
加
し
、

№71

限りある資源を大切に、
３Ｒに取り組みましょう

３Ｒとは「使い捨て社会」から「循環型社会」への転
換を図るキーワード ・リデュース（ごみを減らす）・
リユース（再使用する）・リサイクル（再生利用する） 
問 環境課（内1133・臼杵庁舎）

と
こ
ろ　

大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
大
分
市
大
字
玉
沢
）

対　

象　

ギ
ャ
ン
ブ
ル
関
連
問
題
を
持
つ

方
の
ご
家
族

内　

容　

専
門
医
師
や
弁
護
士
に
よ
る
講

話
、家
族
の
体
験
発
表
、家
族
同
士

の
交
流（
匿
名
で
の
参
加
）

参
加
費　

無
料

締　

切　

７
月
14
日
㈫

そ
の
他　

小
学
生
以
下
託
児
あ
り（
事
前

予
約
必
要
）

問 

大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７
‐
５
４
１
‐
５
２
７
６

第
２
回
三
世
代
交
流 

オ
ー
プ
ン
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

と　

き　

８
月
２
日
㈰

９
時
〜（
集
合
８
時
30
分
ま
で
）

と
こ
ろ　

臼
杵
公
園
運
動
場

参
加
料　

無
料

締　

切　

７
月
27
日
㈪

そ
の
他　

初
心
者
と
児
童
も
歓
迎
し
ま
す

問 

臼
杵
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会　

高
橋

☎
０
９
０
‐
３
４
１
６
‐
２
４
６
３

防
災
減
災
カ
フ
ェ

と　

き　

８
月
７
日
㈮
11
時
〜
12
時
30
分

と
こ
ろ　

臼
杵
市
観
光
交
流
プ
ラ
ザ　

１

階
交
流
ス
ペ
ー
ス

定　

員　

30
名

内　

容　

非
常
食
の
体
験
、地
域
防
災
の

意
見
交
換（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
）

申　

込　

℻ 

０
９
７
‐
５
５
４
‐
７
９
３
８

ま
た
はo

itauniv.bo
usai@

gm
ail.co

m

宛
に
、お
名
前
、参
加
人
数
、連
絡
先
を
記

入
の
上
お
送
り
く
だ
さ
い
。 

問 

大
分
大
学　

小
林
祐
司
都
市
計
画
研

究
室
・
防
災
減
災
ラ
ボ

☎
０
９
７
‐
５
５
４
‐
７
９
２
４

防
災
危
機
管
理
室

（
内
２
１
３
１
・
臼
杵
庁
舎
）

第
18
回
チ
ビ
ッ
子
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

と　

き　

７
月
11
日
㈯

16
時
〜
18
時
30
分（
雨
天
決
行
）

と
こ
ろ　

臼
杵
市
中
央
公
民
館
お
よ
び
駐

車
場

内　

容　

各
保
育
園
の
遊
び
の
コ
ー
ナ
ー
、

保
育
士
に
よ
る
出
し
物
な
ど
が
あ
り
ま
す

問 

臼
杵
市
内
の
各
認
可
保
育
所

第
６
回
臼
杵
石
仏
蓮
の
花
ウ
ォ
ー
ク

と　

き　

７
月
26
㈰
日
８
時
受
付
、

８
時
30
分
ス
タ
ー
ト（
雨
天
決
行
）

と
こ
ろ　

国
宝
臼
杵
石
仏
駐
車
場（
ス

タ
ー
ト
、ゴ
ー
ル
）

コ
ー
ス　

・
７
キ
ロ　

蓮
ス
テ
ー
ジ
〜
粟

手
原
〜
禹
稷
合
祀
の
壇
〜
岩
崎
渠

・
10
キ
ロ　

蓮
ス
テ
ー
ジ
〜
粟
手
原
〜
首

藤
定
顕
彰
碑
〜
禹
稷
合
祀
の
壇
〜
岩
崎
渠

参
加
料　

一
般
３
０
０
円
、高
校
生
以
下

１
０
０
円（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
）、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
員
２
０
０
円
※

詳
し
く
は
、お
問
合
せ
く
だ
さ
い 

問 

臼
杵
市
観
光
情
報
協
会

☎
０
９
７
２
‐
64
‐
７
１
３
０

催　

し
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白
しらはま

濱　桃
もも か

花ちゃん
（15日・浄光台）
（和也・里沙）

久
ひさえだ

枝　花
はな り

里ちゃん
（16日・北海添）
（昌樹・英里子）

よいこのへや
開館日時　月～金　９:00～16:00
※毎月第１火曜日は11：00～16：00
※時間表示のない催し10:30～11:30
ところ　港町本通り７組

☎０９７２-83-４４１５
☆ピアノとうたお♪
と　き　７月６日㈪10:30～11:00
☆絵本の読み語り
と　き　７月９日㈭
★ベビーマッサージ
と　き　７月21日㈫
☆うごいてあそぼ！
と　き　７月24日㈮
ところ　臼杵市営柔剣道場

子育て支援センター 童
開館日時　月～金　10:00～16:00
　　　　　土曜日　10:00～15:00
ところ　鹿嶋事務所

☎0974-32-3070
★ピラティス
と　き　７月８日㈬10:15分～11:30
※親子４組まで（締切 ７月７日㈫まで）
※バスタオル、タオル、飲み物持参
動きやすい服装でお越しください　
☆ハンドベル体験をしよう！
と　き　７月11日㈯10:00～12:00
★絵本の読み聞かせ＆七夕飾り作り
と　き　７月22日㈬10:30～11:30
★みんなで子育て！
と　き　７月28日㈫10:30～14:00
※ 臨床心理士の先生を迎えています
※個別相談の方は要予約
★プールあそび
と　き　７月29日㈬・30日㈭・31日㈮
　　　　13:00～14:30
※ 気温、天候により中止の場合あり
※水着、着替え、バスタオル、水筒持参

英語で遊ぼう！！
高野(昼間)　☎０９０-６８９４-９１０７　
簡単なあいさつやおどりなどをします。
と　き　７月13日㈪10:30～11:30
ところ　臼杵市中央公民館和室
対　象　 １歳～６歳の未就学児と保護者
参加費　１組300円

リズムのお部屋
前田　☎0972-62-2847
童謡、わらべ歌、表現遊び、紙芝居
７月の歌は「夏のあそびうた」ほか
と　き　７月15日㈬10:00～11:00
ところ　八町大路カニ醤油「自由空
間」(ケーブルテレビ前)
対　象　乳幼児と保護者※自由参加

キッズ体操教室
臼杵市中央公民館☎0972-63-6444
基礎体力・運動能力をアップしながら
みんなで体操を楽しみませんか？
７月は１日と29日に開催します！
と　き　第１水曜日16:00～17:00
　　　　第５水曜日10:00～12:00
ところ　臼杵市中央公民館中会議室
対　象　３歳～小学生
参加費　１回500円

子育てサロン「この指とまれ」
主任児童委員 山本 ☎０９７２‐67‐2553
と　き　７月17日㈮10:00～11:30
ところ　臼杵市中央公民館和室
内　容　「おまつりひろば」であそぼう
対　象　０歳児～未就園児※自由参加

乳幼児期家庭教育学級 スキップ
野津中央公民館☎0974-32-2270
○保育園のお友達と水遊びをしよう！
と　き　７月24日㈮10:00～11:00
ところ　野津南保育園（現地集合）
対　象　未就園児と保護者
持参物　水着・帽子・タオル・お茶・
ビーチサンダル

天使組
カトリック臼杵幼稚園☎０９７２-62-３０６５
ところ　カトリック臼杵幼稚園
対　象　未就園児と保護者
○水遊び
と　き　７月８日㈬10:00～11:30
○おやつを作ろう！
と　き　８月５日㈬10:00～11:30
※受付は9:00開始
※ 毎週火曜日９:00～16:00は園庭
を開放

★ためしてみよう（０歳～体育遊び）
と　き　７月15日㈬
★「ハッピー里ちゃん」の読み聞かせ（専）
と　き　７月17日㈮
★作ってみよう おばあちゃんの味
と　き　７月18日㈯
☆オープン保育・ママのための簡単一品料理
　「心ふれあうゆかいなひととき」…レク
と　き　７月23日㈭
★産後ママとベビーダンス（専）
と　き　７月28日㈫

ウスキッズ
開館日時　月～金　９:00～15:00
ところ　海辺保育園☎0972-62-3464
※ 月～金曜日の行事のない日時はプレ
イデーとして開館
※時間表示のない催しは10:30～12:00
☆身体計測（ふわふわっ ０歳児対象）
と　き　７月１日㈬
☆わくわくキッズ工房

「七夕かざりを作って飾ろう！」
と　き　７月２日㈭・３日㈮
　　　　10:30～11:00
☆馬油でベビーマッサージ

（ふわふわっ ０歳児対象）
と　き　７月８日㈬※バスタオル持参
☆プールあそび
と　き　７月13日～28日までの

月・火・木
※ タオル、着替え、水着または水あそび
用パンツ持参

☆プールあそび（とことこっ１～２歳児対象）
と　き　７月13日㈪・27日㈪
※ タオル、着替え、水着または水あそび
用パンツ持参

☆シャカシャカ積み木を作ってみよう！
　（ふわふわっ０歳児対象）
と　き　７月15日㈬
☆プールあそび（ふわふわっ０歳児対象）
と　き　７月22日㈬
※ タオル、着替え、水着または水あそび
用パンツ持参

☆祝！満１歳のたん生会（ふわふわっ ０歳児対象）
と　き　７月29日㈬
☆海水浴にいきませんか？
と　き　７月30日㈭10：00～11：30
ところ　津留海岸的場ヶ浜
※タオル、着替え、水筒、水着持参

うすきっこ
うすきの元気な
子どもたち

U S U K I K K OU
HAPPY
1st.
BIRTHDAY

 7月生まれ
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木
きな し

梨　悠
はる と

翔くん
（24日・駅前）
（祐司・綾子）

道
みちなか

中　孔
こうすけ

介くん
（２日・東鍛冶屋）
（聡・美由紀）

得
とくのう

能　佑
ゆう ま

真くん
（10日・野津田中）
（雄一郎・綾）

立
たつ だ

田　彩
あや の

乃ちゃん
（９日・浄光台）
（修平・朋子）

藥
や く し じ

師寺　絆
はん と

斗くん
（17日・門前）
（祐也・千里）

佐
さと う

藤　陽
はる と

斗くん
（15日・洲崎）
（圭史・早希）

堤
つつみ

　姫
ひま り

梨ちゃん
（12日・鍛冶ノ前）

（思保）

笠
かさむら

村　いちか ちゃん
（22日・江無田）
（祐輔）

九州少年柔道大会へ出場

夏休み子ども料理教室 参加者募集

夏休みうすきっこ歴史教室
～「つゆ」と「とき」の旅をめぐって～

　５月10日に大分市で開催された第36回大分県少年柔道錬成大会（女子

＋35キロ級）で優勝した江上明日香さん（臼杵小４年）、（女子＋45キロ級）

で３位入賞した神品幸音さん（市浜小６年）が臼杵庁舎を訪れ、中野市長に県

代表として九州大会へ出場する報告を

行いました。

　臼杵市食生活改善推進協議会では、夏休みに小学生対象の料理教室を開
催します。料理の楽しさ、食事の楽しさを知るきっかけ作りにいかがですか？
と　き　　８月４日㈫　９：30～12：30
ところ　　臼杵市中央公民館　調理室
対　象　　小学生　　　　　　定　員　　　30名（先着順）
締　切　　７月28日㈫　　　　参加料　　300円
持参品　　エプロン、三角巾、手拭タオル

申込・問合せ先　保険健康課（内1144・臼杵庁舎）

夏休みに資料館で二孝女について学んでみませんか？

日　時　①7/23㈭　②8/7㈮　　10：00～11：00
内　容　・二孝女物語　・江戸時代の旅　・「つゆ」と「とき」の旅支度
　　　　・旅の経路

対象者　小学校5年生～中学校3年生（定員10名）・①②どちらも参加可能
　　　　な方・集合時間に資料館へ各自で集まり、帰宅できる方

＊資料館への行き帰りについては、保護者の方の責任でお願いします

申込方法　電話またはＦＡＸでお申込みください。来館での申込も結構　　
　　　　　です。お申込みの際には、以下の4点をお知らせください。

　　　　　・氏名・住所・電話番号・学校名と学年

※申込は7月16日㈭までですが、定員となり次第締切らせていただきます

申込・問合せ先　臼杵市歴史資料館　☎0972-62-2882　FAX0972-62-2031

子育て支援「あのね」
開館日時　月～土8:00～13:00
ところ　福祉センターすみれ館 

☎0972-63-7343
下記の活動は10:00～13:00
対　象　０歳児～
★「ママ友」と「キッズ」と「ベビー」の遊びクラブ
と　き　７月３日㈮
★英語で遊ぼうＡＢＣ（専）
と　き　７月７日㈫
★できるかな(０歳～造形遊び）
と　き　７月８日㈬
★楽しく遊ぼうリトミック（専）
と　き　７月９日㈭
★生き生き知能開発学習保育（専）
と　き　７月10日㈮
★パン作り教室
と　き　７月11日㈯
☆ワンポイントアドバイス
と　き　７月13日㈪
☆子育てヘルプ（専）
と　き　７月14日㈫

　初めての誕生日を記念して、市報に写真を
載せてみませんか。
対　　象　市内に住む８月に１歳を迎えるお
子さん
応募方法　必要事項に写真を添えて７月９日
㈭までに市長室へ
必要事項　お子さんの氏名（ふりがな）、性別、
生年月日、行政区（住所）、保護者氏名、連絡先
（電話番号、FAX、E-mail）
申込･問合せ先　市長室（内2115･臼杵庁舎）

予　約　★は要予約。　☆は予約不要です。
対　象　未就学児(保護者同伴)
※予約はお問合せください。
※(専)は専門講師の行事
○行事のない日について
　開館日は行事のない日でも、気軽に立寄
れます。子育てに関する相談や自主サーク
ルの育成も行っています。
○子育て携帯サイト『すこやか臼杵っ子』
　臼杵市のさまざまな子育て支援サービス
や子育てに役立つ情報などを提供していま
す。また、行事予定もトピックスでお知らせ
しています。利用料・登録料は無料ですが、
通信料は登録者の負担となります。 

江上　明日香さん
「県大会で優勝できたので九州大会でも頑張り
ます」

神品　幸音さん
「県の代表として練習の成果を発揮します」

参加者募集
のお知らせ
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ケーブルテレビのご案内
基本チャンネルは月額1,500円でご覧いただけます。

・臼杵市民チャンネル　第２市民チャンネル、文字放送、お天気放送
・県内地上波放送　NHK総合、NHK Eテレ、OBS大分放送、TOSテレビ大分、OAB大分朝日放送
・県外地上波放送　FBS福岡放送、TNCテレビ西日本、TVQ九州放送、FMラジオ

多チャンネルプラン キャンペーン実施中！

今なら
セットトップボックス（STB）の

基本設置工事費用

6,480円が、（税込）

多チャンネル用チューナー

●別途、出張費（1,080円〈税込〉）が必要です。
※ケーブルテレビ新規加入者、機種変更の方は除きます
※ご家庭の配線状況により、別途工事費用がかかる場合が
　あります

STBを使えば、リ
モコンひとつで地

上波、BS、CSを

見ることができま
す

セットトップボックス（STB）
多チャンネル用チューナー

※写真はイメージです

新臼杵市施行１０周年記念事業・臼杵ケーブルネット㈱設立１５周年記念事業

ＷＡ‒ＯＴＯ 中西圭三×狩野泰一×宮本貴奈コンサート
■と　き　　7月19日㈰　17：30 開場　18：00 開演
■ところ　　臼杵市民会館　大ホール

■入場料　　臼杵市ケーブルテレビご加入者様　2,000円

　　　　　　前売 4,000円　当日 4,500円

■プレイガイド 臼杵ケーブルネット、臼杵市民会館、野津中央公民館、

 臼杵市観光交流プラザ、アニマード、サウンドクドウ、

 甲斐楽器、Aコープのつ、トキハ会館プレイガイド

デジタル111 うすき市民チャンネル

問合せ先　臼杵市ケーブルネットワークセンター　☎0972-64-7000

臼杵に夏の訪れを告げる
「臼杵祇園まつり」

放送スケジュール
御渡　7月15日㈬ 18:00～『うすき大好き！』番組内にて
※ 曳き出しと曳き込みの模様は８月に放送予定の総集編で
放送します。

『特別放送』
還御・生中継 7月18日㈯ 15:00～（約２時間）
　　　　　　　（再放送　7月２６日㈰ 13:00～）

開館時間変更のお知らせ
　八町大路の夜市が開催される日はロビー開館
いたします。

対象日　　　　7月4日㈯、11日㈯

窓口対応時間　10:00～16:00

ロビー開館　　16:00～21:00
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広報うすきは環境に配慮した紙・インク・印刷方法で作成しています。

ひとのうごき
（6月１日現在/推計人口）

●人　口 38,925人（－40人）

・男　性 18,338人（－７人）

・女　性 20,587人（－33人）

・出生　 ８人　　・死亡　 　37人

・転入　71人　・転出　　　82人 

●世帯数 15,373戸（＋１戸）

※平成22年国勢調査結果をもとにしています。
　 なお、増減に関しては住民基本台帳を基に作成
しています。

今月の表紙
　今年も夏まつりの季節となりました。
400年前から続くと言われる「臼杵祇園
まつり」。今年の当番町は新町と浜町で
す。ぜひお越しください。

火災・救急発生状況
(５月１日～31日)

火災件数 建物 林野 その他 計

５月中 0 0 0 0

本年累計 4 3 5 12

救急件数 急病 交通 その他 計

５月中 94 4 89 187

本年累計 468 38 345 851

交通事故発生状況
(５月１日～31日)

交通事故 件数 死者 傷者

５月中 16 0 21

本年累計 51 0 63

◎香典返し
・竹　場　　　佐々木　泰夫様（故　トミエ様） 臼杵南小学校へ
・南海添　　　日名子　功　様（故　マサ子様） 南海添鎮南会へ
・明　星　　　木津　　紀美様（故　シズエ様） 下北小学校へ

愛のおくりもの

平成26年度　人権標語 優秀賞
　　ちがう色　だから　世界は美しい（東中学校　緑　桃菜さん）
　　自分から　声をかけよう　やさしい笑顔で（一般　疋田　登司子さん）

ついていますか？ 住宅用火災警報器

山内流游泳所生徒募集

　自分や大切な家族を守るため、必ず設置しましょう。 臼杵市火災予防条例で設置義務化されています。 

※設置率調査結果（平成27年４月～５月、消防署実施） 

    設置している …………………………………… 90％ 

    条例義務部分に設置している ………………… 45％ 

必ず設置する場所（条例義務部分） 
　①寝室  ②階段の上部（２階に寝室がある場合） 

設置をおすすめする場所（例） 
　①台所  ②居間 

維持管理
　①定期的に点検しましょう。 

  　ボタンを押すまたはひもを引いて、電池切れや故障を確認しましょう。 

　②住宅用火災警報器は、10年を目安に交換をおすすめします。 

と　き　　７月20日㈪～８月９日㈰
　　　　　13：30～15：20（游泳大会８月９日）

ところ　　中津浦鯉来ケ浜
対象者　　小学校２年生以上（成人コースもあります）
授業料　　2,160円
　　　　　（別途ｽﾎﾟｰﾂ保険料、中学生以下800円・高校生以上1,850円）

申込み期限　７月10日㈮
※申込の際は、印鑑が必要です各小学校にも入所申込書を置いています

※山内流の歴史・泳法を詳しくまとめた本を2,000円でお分けしています

問合せ先　臼杵市消防本部予防課　☎0972－62－2303 

問合せ先　社会教育課（内7419・臼杵市中央公民館内）
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歴史資料館企画展示
「つゆ」と「とき」のあゆんだ道～二孝女の真実～
展示期間　7/15㈬～9/28㈪

　みなさんは、「つゆ」と「とき」という姉妹をご存知ですか？

　文化元年（1804年）、2人の父親である豊
ぶ ん ご の く に お お の ぐ ん と ま り む ら

後国大野郡泊村（現・臼杵市野津町）の初右衛門は、巡礼の

旅に出かけます。しかし途中で病にかかり、茨城県の常
ひ た ち お お た し

陸太田市の青
しょ う れ ん じ

蓮寺で長らく住職夫妻に面倒をみて

もらっていました。あるとき、善
ぜん し ょ う じ

正寺の住職を通じて父の居場所が2人の耳に入ります。2人は、遠く300里

（約1200㎞）離れた青蓮寺まで、父を迎えるための旅に出ました。困難を極めた旅でしたが、無事に父

と再会し、親子3人で臼杵に帰ってくることができました。この二人の孝行娘のお話が、現在まで語り継が

れてきた「二孝女物語」です。

　今回の展示では、「つゆ」と「とき」が旅をした道程を知ることができる絵図や二孝女に関する歴史資料

を中心に、2人のあゆんだ道をご紹介します。

贈
こ う じ ょ に し に お く る げ ん

孝女二子言（臼杵市所蔵）
出典　豊後国の二孝女研究会 著
『豊後国の二孝女』

特別展示「大友宗麟展」　展示期間　7/29㈬～9/28㈪
　平戸市の松浦史料博物館所蔵、大友家が贈った「鎧

よろい

」（腹巻）を展示します。
　また、ロビーでは大友宗麟の「白

びゃくだん

檀塗の鎧」レプリカと織田信長の甲冑レプリカなど展示予定です！

展示期間中ギャラリートークを開催します
8月30日㈰　10：00～11：00（申込不要）

休館日のお知らせ
7/7㈫～7/14㈫　展示替えのため休館いたします

　
臼杵市歴史資料館　☎0972-62-2882　臼杵市大字市浜808番１
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USUKI CITY HISTORICAL MUSEUM
過去・現在・未来をつなぐ

開館時間　 　９：30～17：30　入館は17：00まで
休 館 日　　火曜日（祝日のときはその翌日）12月29日～翌年１月３日
入 館 料　　一般 320円（280円）　
        　　　学生 160円（140円）19歳未満で、学校に通う方
　　　　　　※ (　）内は20名以上の団体または市内有料公開施設の共通券 

(発券した日から3日以内) を保有する方の料金です
通年手形（購入から１年間有効の入場券）　一般 640円　学生（同上） 320円
次の方は無料です。
未就学児／市内に住む小学生、中学生、高校生、特別支援学校生、高等専門学校
生／　市内の高等学校および特別支援学校に在学する学生／市内の小学校、中
学校、高等学校および特別支援学校の教育課程で引率する方
次の方は免除となります。
障がいのある方とその介護者１名

至諏訪

至津久見
至津久見

至大分

至大分

至野津 臼杵 I.C

市役所臼杵庁舎

観光交流プラザ

臼杵津久見警察署

臼杵公園

銀行
住吉橋バス停

コミュニティバス
バス停

八町大路

東九州自動車道

龍原寺

吉丸一昌記念館

臼杵
駅

上臼杵駅

502

臼杵市歴史資料館
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